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◎開会及び開議の宣告

議長（後松一成君） 定刻並びに出席議員が定足数に達しておりますので、ただいまから平成１７

年第３回美郷町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

（午前１０時０３分）

◎会議録署名議員の指名について

議長（後松一成君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議規則第 １１８条の規定により、９番、中村利昭君、１０番、吉野 久君を指名いたします。

◎会期決定について

議長（後松一成君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。会期は本日２月２８日から来る３月１０日までの１１日間としたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。よって、会期は１１日間と決定いたしました。

なお、会期中の審議予定については、先般、議会運営委員会並びに議会全員協議会を開催し、

検討されました。その結果について議会運営委員長の報告を求めます。

議会運営委員長、熊谷良夫君。

（議会運営委員長 熊谷良夫君 登壇）

議会運営委員長（熊谷良夫君） 議会運営委員会の報告をいたします。

ただいま皆様から承認をいただきました会期については、本日２月２８日から３月１０日までの１１

日間といたしました。

次に、内容について申し上げます。
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初日は会議録署名議員の指名、決定、町長の招集のあいさつ、その後、旧３町村の平成１６年度

一般会計及び特別会計決算の認定の審議を行います。２日目は、前日に引き続き決算の認定の審

議を行います。次に、町長の施政方針演説、請願、陳情の審査を各常任委員会に付託する予定で

す。次に、議案第２０号から議案第４４までの審議を行います。３月２日と３日は本会議を休会いた

しまして各常任委員会を開催し、付託されました案件の審査を行う予定でございます。３月４日

から６日までは休会といたします。７日月曜日再開いたしまして一般質問を行います。８日は議

案第４５号から５０号までの平成１７年度美郷町一般会計予算及び特別会計予算の予算説明に入る予定

です。９日と１０日は当初予算の審議を行いまして、終了後、付託されました案件について各常任

委員長から報告を受けまして終了の予定です。

なお、詳しいことはお手元に差し上げております会期日程をご参考に願いたいと思います。

議長（後松一成君） ただいま議会運営委員長から報告がありましたが、これについて質問あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質問がないようでございますから、日程どおり進めたいと思います。

◎町長所信表明演説

議長（後松一成君） 次に、町長より定例会招集に当たっての発言の申し出があります。これを

許します。美郷町長、松田知己君。

（町長 松田知己君 登壇）

町長（松田知己君） 平成１７年度第３回美郷町議会定例会の開会に当たり、行政報告並びに本定

例会に提出いたしました旧町村決算について概要を説明申し上げ、招集のあいさつといたします。

初めに、行政報告ですが、１月１２日に豪雪対策警戒日を設置し、雪害回避に向けた体制整備を

行うとともに、町民に対する意識啓蒙等を行ってきましたが、２月７日になり町内の平均積雪量

が １２０センチメートルを越えたため、同日、豪雪対策本部を設置いたしました。これまでの町内

の被害状況ですが、５名の方々が雪おろし作業や落雪によりけがをされたほか、５棟の非居住家

屋が損壊しております。また、農業用施設でも作業小屋やパイプハウスの倒壊が発生し、対策本

部では円滑な排雪作業の推進のため、町内３カ所に雪捨て場を確保したところです。

なお、２月２５日現在の積雪深は １３０センチメートルとなっておりますが、本日の降雪も含めさ
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らに積雪深はあるものと存じます。

また、今期の除雪実施状況ですが、１２月２１日の初雪から現在まで早出の出動だけでも延べ４０日

以上となっております。例年に比べて１日の降雪量が多く早出作業のほかに日中の作業もフル稼

働しておりますが、除排雪が間に合わないような状況もあるところです。町では通勤、通学にお

ける生活道路の確保と歩行者の安全、交通安全のため、全力で除雪作業を行っておりますので、

皆さんのご協力をお願い申し上げます。

次に、平成１７年度の生産調整対策についてですが、昨年１２月１７日付で秋田県より生産目標数量

２万 ４，５３３トンの配分通知を受けました。町では美郷町水田農業推進協議会を開催し、配分方法

と交付金の使途を決定しております。配分につきましては、旧町村単位の県配分どおりの数量を

１月３１日付で各農家に配分したところです。昨年と比較しますと、転作面積では １００ヘクタール、

転作率では約 １．７％の減少となっております。加工米につきましては、今年度から産地移行によ

る手挙げ方式に移行したことから、市町村への配分は行われず、本町においても各農業者への配

分は実施せず、農家の自主的な取り組みを尊重する希望数量申し込みとしております。

次に、地域間交流についてですが、２月１０日から１２日にかけて本町と交流している茨城県千代

田町の志筑小学校児童６２人が来町し、町の歴史、文化、冬の雪遊びや餅つき、スキーなどを通じ

て交流を行っております。千代田町はかつて千畑地区の城主であった本堂公が国がえとなった町

であり、旧千畑町との間で昭和６２年から交流事業が継続されております。今後も交流を継続して

いきたいと考えております。

次に、合併記念式典についてですが、２月１３日、約 １，０００人のご来賓並びに町民各位のご参加

を得て式典を挙行いたしました。式典では町内の小・中学生からもご協力をいただくとともに、

町の木、花、鳥、魚のお披露目や、台湾瑞穂郷との友好交流に関する協定の取り交わしなどを行

い、皆さんで美郷町誕生をお祝いすることができました。感謝を申し上げます。

次に、大仙美郷環境事業組合の最終処分場建設についてご報告いたします。

現在、大曲市外７カ町村により排出される廃棄物は大曲市の最終処分場を利用しておりますが、

処理能力が限界に近づいてきております。そのため、新たな最終処分場の整備について急ぎ対応

していくことが求められておりますが、大仙美郷環境事業組合では新たな施設整備を推進してい

くこととし、先日の組合議会でその関係予算が議決されました。用地は南外村内に確保すること

とし、平成１７年度においては用地測量、環境影響調査、基本設計などを行う予定となっておりま

す。施設は環境への影響等を勘案し、屋根つき処分場とする計画で平成２０年度から供用開始し、

埋め立て期間は１５年間と想定しております。
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続きまして、提出いたしました旧町村決算について概要をご説明申し上げます。

初めに、千畑町決算概要ですが、一般会計の歳入総額は３０億 ６，８３６万円、歳出総額が２８億

２，１９５万 ６，０００円、実質収支額は２億 ４，６４０万 ４，０００円となっております。特別会計におきまし

ては、実質収支額のみを申し上げます。国民健康保険特別会計１億 ４４５万 ７，０００円、老人保健特

別会計 ２，０３０万 １，０００円、簡易水道特別会計 １，２５０万 ６，０００円、農業集落排水特別会計 ３３５万

５，０００円、土地取得特別会計はゼロ円となっております。合計では３億 ８，７０２万 ３，０００円です。

基金残高については財政調整基金、地域福祉基金、国民健康保険事業基金外７基金で６億 ４，９１５

万 ９，０００円の残高です。

次に、六郷町決算概要です。一般会計の歳入総額は２１億 ６，３０４万 ５，０００円、歳出総額が１９億

５，２４７万 １，０００円、実質収支額は２億 １，０５７万 ４，０００円となっております。特別会計におきまし

ては実質収支額のみを申し上げます。国民健康保険特別会計 ４，４７３万 ９，０００円、老人保健特別会

計 １，６２２万 １，０００円、簡易水道事業特別会計 ７９６万 ６，０００円、下水道事業特別会計 １，０７０万

２，０００円、奨学資金特別会計８３万 ６，０００円、合計で２億 ９，１０３万 ８，０００円となっております。基

金残高については財政調整基金、地域福祉基金、土地開発基金外５基金で４億 ７，２８９万 ９，０００円

の残高です。

最後に仙南村決算概要です。一般会計の歳入総額は３４億 ４，２６９万 １，０００円、歳出総額が３１億

２５７万 ２，０００円、実質収支額は３億 ４，０１１万 ９，０００円となっております。特別会計におきまして

は実質収支額のみ申し上げます。国民健康保険特別会計１億 ２９０万 ３，０００円、老人保健特別会計

２，２５１万 ２，０００円、簡易水道事業特別会計 ７，４１３万 １，０００円、農業集落排水事業特別会計 ４，７０８

万 ７，０００円、合計で５億 ８，６７５万 ２，０００円となっております。基金残高については財政調整基金、

減債基金、地域福祉基金外７基金で９億 ８，０５９万 ６，０００円の残高です。

旧町村の実質収支合計は１２億 ６，４８１万 ３，０００円、基金残高の合計は２１億 ２６５万 ４，０００円であり

ます。

以上、行政報告並びに旧町村決算の概要についてご説明申し上げました。よろしくご審議くだ

さいますようお願い申し上げ、招集のあいさつといたします。

◎認定第１号の上程、説明、質疑、討論、採決

議長（後松一成君） 次に、認定議題に入りますが、その入る前に皆さんにお断り申し上げます。
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ここで監査委員より、平成１６年度千畑町一般会計・特別会計の決算審査並びに意見書が提出さ

れておりますが、その意見書の朗読は省略させていただきたいと思います。

日程第４、認定第１号 平成１６年度千畑町一般会計及び特別会計決算の認定を上程し、議題と

いたします。

これより朗読いたします。事務局長

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 今回は変則といいますか、異例でございまして、決算の認定並びに予算等

がありますので、先日、運営委員会を開きましていろいろ検討した結果、どうしたらいいかとい

うことで話し合いましたが、まず千畑町をやって六郷町、仙南村を約半日ごとにやっていただく

という方向にしておりますので、何とぞご協力のほどをお願いいたします。

款ごとに説明をし、質疑、討論、採決と、こういう順序でまいりますからよろしくお願い申し

上げます。

それでは、歳入、１款町税について税務課長から簡潔に説明を求めます。税務課長。

税務課長（深澤章一君） それでは、９ページの１款町税についてご説明申し上げます。

千畑町の町税全体の収入済額は３億 ４，６８６万 １，６９１円で、収納率は ７６．８２％となっております。

昨年同期と比べまして調定額で １，０２８万 ２，０００円、収入済額で ９０４万 ５，０００円、それぞれ増額と

なっておりまして、さらに収納率でも０．４１％上昇しております。

町民税は昨年同期と比べまして収入済額で約 １６０万円増となっております。固定資産税につき

ましては、昨年同期と比べまして収入済額で約 ５８０万円の増、収納率でも０．８８％上昇し、 ７８．０１

％となっております。

１０ページでございます。軽自動車税でございますけれども、収納率は昨年同期と比べまして

０．７４％上昇して ９９．６２％となっております。町たばこ税でございますけれども、これは昨年同

期と比べまして収入済額で約 １２０万円増となっております。

１１ページの入湯税でございます。この税につきましては ２，９１５件分で４３万 ７，２５０円収入されて

おりますけれども、昨年同期と比べまして件数で約 ２００件減少しております。

議長（後松一成君） 以上で説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 （「歳入に関しては全部説明を聞きたい。終わ

ってから質疑をしていただきたいと思いますけれども」の声あり）

今、そういう話が出ましたのでそうしますが、いいですか、管理職の人方、２款から３款から

続けて説明願います。ページ数を言って。
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総務課長（二藤誠祥君） 総務課から歳入の地方譲与税から説明いたします。

２款地方譲与税でございます。１１ページでございます。地方譲与税につきましては国税として

徴収した税、そのまま地方公共団体へ譲与される税でございます。１項所得譲与税、これにつき

ましては皆さんご存じのとおり、三位一体による税源移譲を含む税源配分された分ということで

ございまして、これは人口配分となってございます。これは９月と３月に配分されるということ

でございまして、ここには９月分が配分されておる分の ７１４万 ６，０００円を収入済額となっており

ます。残りの分については決算後、その配分があるということでございます。

２項自動車譲与税でございます。ここでは車検時の車の重量税を原資としておるものでござい

ます。道路に関する費用に充てるため譲与される分でございますが、これは市町村道の延長、面

積に案分して配分されるものでございます。収入済額が ３，１６８万 ６，０００円でございます。この譲

与税につきましては６月、１１月、３月に配分されるということになります。６月分だけがここに

配分されてございます。

次に、１２ページでございます。３項地方道路譲与税でございます。これはガソリン税を原資と

するものでございまして、市町村には５７％が入るということになってございます。これも市町村

道の延長面積に案分して配分されるということで １，２０６万 ４，０００円の収入済額がございます。地

方道路譲与税につきましては６月、１１月、３月に配分されるということになります。ここでは６

月分が収入済額となってございまして、１１月、３月につきましては決算後の配分ということにな

ります。

３款利子割交付金でございます。これは県は納入された個人、法人の預貯金の利息を原資とし

ておるものでございまして、そのうちの５７％を配分するということになってございますので、こ

こでは９５万 ２，０００円が収入済額となってございますが、これにつきましては８月、１２月、３月に

配分されるということでございますので、８月分がここに収入済額となってございます。

４款配当割交付金でございます。これは平成１６年１月から新証券税制に関して株式譲渡、配当、

証券、投資信託の収益分配金にかかわるものがここに書かれてございます。そして、これについ

ては税率を原則２０％に統一した上で５年間の一律１０％軽減するために新設されたものでございま

す。ここでは収入済額１５万 ４，０００円でございます。これは８月、１２月、３月に配分されるという

ことでここでは８月に配分された分が収入済額となっております。

５款株式等譲渡所得割交付金、これも４款と同じ内容でございますが、ここでは存置項目とし

てございます。これも８月、１２月、３月に配分される分でございます。８月には収入済額がなか

ったということでございます。
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６款地方消費税交付金でございます。これは県は実質的に消費税１％交付ということでござい

ましてその分がここに計上されている分でございます。交付基準は人口、従業員者数のそれぞれ

２分の１ずつということになっております。これにつきましては ４，２８３万 ８，０００円の収入済額が

ございますが、配分は６月、９月、１２月、３月の４回に分かれて配分されております。したがっ

て、ここは６月と９月分が配分された分ということでございます。

７款自動車取得税交付金でございます。これは課税標準は自動車の取得価格であります。これ

は県の目的税として道路に関する費用に充てるということで税率が １００分の３、これも道路の延

長面積に案分して収入されるものでございますが、今回は １，３９４万 ６，０００円が収入済額となって

ございます。配分は８月、１２月、３月に配分されます。ということになりますと、８月分だけと

いうことになります。

８款地方特例交付金でございます。これは恒久的減税に伴う地方税の減税を一部補填するため

地方税の代替的性格を有する財源として国から地方に交付されるものでございます。今回 １，２０９

万 ５，０００円の収入済額がございますが、これにつきましては４月、９月に配分するということで

この収入済額が調定額どおり収入しておるということでございます。

９款地方交付税でございます。地方交付税につきましては地方団体の独立性の強化を目的とし

て交付されるわけですけれども、国税３税、所得税、酒税、法人税、これにあわせて消費税とた

ばこ税が収入見込み額を基準にして配分されるわけですが、ここでは１４億 １，０９３万 ２，０００円が収

入済額となってございます。これにつきましては普通交付税分でございます。普通交付税は毎年

８月３１日まで決定して４月、６月、９月、１１月の４回に分けて配分されます。そのうちの４月、

６月、９月分がここに計上されておるものでございます。特別交付税につきましては１２月、３月

交付ということでございますので、この決算後の配分ということになります。

１０款交通安全対策特別交付金でございます。これにつきましては道交法で納付される交通反則

金に係る見込み額が原資となってございます。これには交通事故発生件数、それから人口の集中

地区人口、それから改良済道路延長、これが２対１対１の割合で配分されるということになって

ございます。これの配分は９月と３月ということになってございまして、ここでは９５万 ６，０００円

が９月分収入済ということでございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） １１款１項１目民生費負担金１節保育所負担金、現年分でございま

す。これは保育所の運営費保護者負担金、それから広域入所受け入れ分の負担金でございます。

４万 ８，０００円の未済額がございますが、これは月ずれの関係で二、三日おくれてしまうという人

の分でございます。
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福祉保健課長（樋場雄一君） 同じく老人保護施設入所者負担金は、養護老人ホーム入所者９人

分の負担分でございます。

農政課長（深澤 廣君） ２目農林水産業費負担金ですが、これは土崎コミュニティセンターの

集落負担分でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） １２款１項１目民生費使用料でございますが、１節社会福祉使用料

で延べ １，２０６人分がデイ・サービスなどで利用しております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ２目衛生使用料でございます。葬場使用料でございます。こちら

につきましては１０月までの実績でございますけれども、件数で６６件になってございます。

農政課長（深澤 廣君） ３目１節処理施設使用料ですが、これは家畜農家の汲取料です。くみ

取ったものをアクティセンターに運ぶということになります。

２節生産物直売所使用料、これは仏沢にございます生産物直売所の会議室を使用した使用料で

ございます。

３節、１４万 ２，３３０円ですが、これは塚にございますふれあいセンターの使用料です。

商工観光課長（小林宏和君） ４目商工使用料でございますが、これは大台野カントリーパーク

のグラウンドゴルフ及びマレットゴルフ場の利用料でございます。昨年は ９，７７６件の利用がござ

いました。

建設課長（照井一夫君） ５目１節、これは東北電力及びＮＴＴの占用料でございます。

それから、２節、これは町営住宅２０戸の使用料でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ６目教育使用料でございます。１節幼稚園授業料、これは幼稚園

の授業料８７人分でございます。

社会教育課長（小松 清君） ２節、３節、４節についてはそれぞれ施設の使用料、入館料でご

ざいます。

総務課長（二藤誠祥君） ７目行政財産目的外使用料でございますが、これは総務の方から説明

します。１節の行政財産目的外使用料、外郭団体事務室の使用料でございますが、これについて

は仙北東森林組合、それから千畑土地改良区がこれに該当するものでございます。それから、自

販機、現金受払機、これにつきましては庁舎分ということでございます。

税務課長（深澤章一君） １８ページになります。２項手数料１目総務手数料１節徴税手数料でご

ざいます。これは証明手数料でございますけれども ８１１件、督促手数料につきましては ５２３件分

でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ２節戸籍住民基本台帳手数料でございます。戸籍関係で交付する
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証明書の手数料でございます。件数で延べで ６，１１３件になってございます。

総務課長（二藤誠祥君） 情報公開手数料、これにつきましては総務の方から説明しますが、申

請がなかったということで存置になってございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ２目衛生手数料でございます。１節環境手数料、こちらにつきま

しては墓地等の許可証等の交付手数料になっています。４件でございます。

２節清掃手数料でございます。こちらにつきましては廃棄物関係の許可証等の交付手数料にな

ってございます。１件になってございます。

３節犬登録手数料でございます。こちらにつきましては犬の登録につきましては１回だけにな

ってございますけれども注射については毎年、実施してございます。犬の登録手数料につきまし

ては新規に３８頭、登録証をなくされた方、再交付が２頭ございます。注射の方でございますけれ

ども ４４４頭になってございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） １３款１項１目の民生費国庫負担金ですが、１節は児童手当に対し

て国からの負担金で予算額に対しておよそ６３％の歳入でございます。なお、対象児童は ５９１人で

ございます。

２節は養護老人ホーム措置費に対して国から２分の１相当分の負担金で予算額のおよそ４６．３％

の歳入でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ２項１目衛生国庫補助金でございます。２節は清掃費補助金にな

ってございます。こちらにつきましては申請をまだ行って交付を受けておりませんのでゼロにな

ってございます。

建設課長（照井一夫君） ２０ページでございます。１３款２項２目でございます。１節、２節、３

節につきましても収入はございませんでした。

学務課長（飛澤明則君） ３目教育費国庫補助金でございます。１節小・中学校費補助金でござ

いますが、これは就学が困難な児童・生徒に援助をするための補助金でございまして、歳入は年

度末というふうなことで入ってございません。

福祉保健課長（樋場雄一君） ４目民生費国庫補助金でございますが、これは予算はまだ入って

おりません。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３項委託金でございます。１目総務費委託金１節戸籍住民基本台

帳費委託金でございます。こちらにつきましては外国人登録事務委託金になってございます。基

準によりまして交付されるものでございます。

２目民生費委託金でございます。１節国民年金費委託金、こちらにつきましては基礎年金等の
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事務委託金、それから福祉年金事務委託金、これらは基準に従いまして交付される委託金になっ

てございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２節児童福祉費委託金は収入がまだ入っておりません。

企画課長 （山内英世君） １４款県支出金１項県負担金１目総務費県負担金１節総務管理費負担金

６万 ８，０００円ですが、これにつきましては土地取引届け出済交付金ですが、まだ申請しておりま

せんので、今後申請の予定でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費県負担金ですが、１節は児童手当に対して県からの負

担金で、予算額に対しておよそ６２％の歳入でございます。

２２ページです。２節は養護老人ホーム措置費に対して県から４分の１相当分の負担金で、予算

額の５８％の歳入でございます。

３節はまだ歳入になっておりません。

３目衛生費県負担金でございますが、１節はまだ歳入になっておりません。

２節もまだ歳入になっておりません。

企画課長 （山内英世君） １目総務費県補助金でございますが、１節総務管理費補助金６４万円で

すが、これにつきましてはテレビ難視聴地域解消施設整備費補助金で、外川原の難視聴でござい

まして、これは３分の１の補助でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費県補助金ですが、１節は在宅福祉活動促進事業に対し

て県から２分の１相当分の補助でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ３節児童福祉費補助金でございます。これはすこやか子育て支援

事業補助金で、第１子ゼロ歳児６人、第３子以降１９人の園児の保育料の２分の１の補助金でござ

います。

福祉保健課長（樋場雄一君） ４節障害福祉費補助金でございますが、まだこれも歳入が入って

おりません。

３目衛生費県補助金でございます。１節、２節ともまだ補助金が入っておりません。

商工観光課長（小林宏和君） ４目労働費県補助金でございます。１節労働諸費補助金でござい

ますが、これも事業は継続中でございますが、補助金は入ってございません。

２節秋田県緊急雇用創出特別基金事業費補助金でございますが、これも同様に補助金は入って

ございません。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） ２４ページです。１４款２項５目、農業委員会関係は５目１節

でございます。備考欄一番上にあります農業委員会交付金 ４７５万 ６，０００円であります。これは委
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員の報酬や職員給与に対する補助金であります。前年比７％減となっております。

農政課長（深澤 廣君） 同じ節ですが、自給飼料増産総合対策事業費、これは家畜の飼料を集

荷する機械の導入費の補助です。国補助は３分の１、地域は大坂粗飼料生産組合です。

次の稲作を主とする認定農業者経営安定事業費補助金、これは認定農業者に対する米価の価格

補填、３人分です。

農業夢プラン応援事業費補助金ですが、これは県からの補助金で担い手の育成や複合作物の強

化を図るためにパイプハウスとか、そのようなものに対する導入の補助金です。

フロンティア農業者育成事業費補助金、これですが新規就農者、または既に就農している方で

もこれから新たに畜産なり稲作なり勉強してみたいという方に対する県からの補助金です。町で

も毎月、研修生に対して１０万円の補助金を交付します。県が７割負担、町が３割負担ということ

になります。１６年度では稲作と畜産部門で各１名の研修生がおりました。

それから、地域でつくる水田農業支援事業県補助金ですが、これは県の補助金で、目的は売れ

る米づくり、それから転作作物の産地づくり、そのようなものに使いなさいということで町に交

付されるものです。このお金につきましては町の収入に一たんなりましてそれから町の水田農業

推進協議会の通帳の方に振り込まれるという形になります。

２節農村振興総合整備統合補助事業費補助金ですが、これは土崎のコミュニティセンターに対

する国からの補助金です。国負担５０％です。

３節林業費補助金ですが、松くい虫防除対策事業として県から交付されるものです。補助率は

４分の３、これは地上散布に要する経費です。

建設課長（照井一夫君） ６目１節、これは河川愛護団体への補助金でございます。１人あたり

５００円の １，２２２名への補助でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ７目教育費県補助金１節幼児育成事業費補助金でございます。こ

れはすこやか子育て支援事業補助金、第３子以降、幼稚園にかかわる保育料の補助２分の１でご

ざいます。

社会教育課長（小松 清君） ２節の補助金については遺跡発掘調査に関する補助金ですけれど

も、年度末の交付のため、まだ入っておりません。

学務課長（飛澤明則君） ３節学校活動費補助金でございます。これにつきましても年度末収入

ということで入っておりませんが、千畑南小学校のドレンプロジェクト支援事業に６万 ２，０００円、

それから千畑中学校にようこそスペシャル講座ということで１０万円が入る予定でございます。

社会教育課長（小松 清君） ５節につきましては千屋上野地区にカモシカの食害が発生しまし
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た関係で ５１２メートルの防護策を設置しておりますけれども、それの県の補助金３分の１でござ

います。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３項１目総務費委託金でございます。１節総務管理費委託金のう

ちでございますけれども自衛官募集費交付金、これは自衛官の募集事務を委託を受けてございま

す。それらに対する交付金でございます。

総務課長（二藤誠祥君） 次に、参議院議員通常選挙事務費交付金でございます。これは平成１６

年７月１１日の投票日でありました選挙費の実績分でございます。 ７３５万 ２，６９１円でございます。

商工観光課長（小林宏和君） 真木・真昼県立自然公園の事務費関係で補助金が県から入ってご

ざいます。

税務課長（深澤章一君） ２節につきましては６月と９月の２回分の収入でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ２６ページをお願いいたします。３節戸籍住民基本台帳費委託金で

ございます。これは統計等に伴う人口流動調査に対する交付金でございます。

町長公室長（小原正彦君） ４節統計調査委託金でございます。１６年度、７調査を予定してござ

います。そのうち６調査について委託金が交付されてございます。 １２９万 ８６８円の交付でござい

ます。なお、農林業センサスについてはまだ調査等々の時期が来ておりませんので新町において

収入の予定でございます。

企画課長 （山内英世君） ５節公的個人認証関係事務費委託金２万 ８，０００円でございますが、こ

れは定額でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費県委託金１節母子寡婦福祉関係事務費に対して県から

１万 ２，０００円の交付金でございます。

建設課長（照井一夫君） 同じく２節でございます。これは公共施設事業時の事務交付金でござ

います。２万 ５，０００円が入ってございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３目、こちらにつきましては墓地関係の事務の交付金でございま

す。これは圃場整備等に関連いたしまして墓地の移転等が図られます。これらに対する交付金で

ございます。

農政課長（深澤 廣君） ４目１節林務費委託金ですが、これは有害鳥獣駆除の関係の事務の交

付金です。

建設課長（照井一夫君） ５目１節でございます。これは建築確認事務の交付金でございます。

４９件分でございます。

２節、これは国有地の境界確認の交付金でございます。
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学務課長（飛澤明則君） ６目教育費委託金１節教育費委託金５１万 ２，０００円でございますけれど

も、これも年度末の収入になるということでございます。これは心の教室相談員の活動研究費で

ございます。

農政課長（深澤 廣君） ７目１節数量調整円滑化推進事業費市町村交付金ですが、これは米の

生産調整に対する事務費です。

総務課長（二藤誠祥君） １５款財産収入でございます。２８ページの方に移っていただきたいと思

いますが、１節土地建物貸し付け収入、現年分、これは看板、電柱、部落会館、それから工事業

者の現場事務所の分ですが、土地賃貸料、これは７件分でございます。それから、建物賃貸料は

７件分でございます。

２目利子及び配当金でございます。１節利子及び配当金、これにつきましては右の備考に書い

てありますそれぞれの利子分でございます。

２項の財産売り払い収入でございます。これにつきましては土地売り払い収入８件分、それか

ら建物売り払い収入は存置、その他不動産売り払い収入も存置であります。

それから、物品売り払い収入、これにつきましては千畑町の管内図でございます。

それから、広報縮刷版売り払い代金でございます。

生産物売り払い収入につきましては、１節でございますが余剰電力、それからラベンダー売り

払い収入、堆肥売り払い収入、素材売り払い収入、これは黒沢水道団地の町と個人の交換した分

がありますが、それの杉の売り払い分ということになっております。

１６款寄付金、これにつきましては一般寄付金につきましては存置でございます。

２目指定寄付金につきましては元職員から教育目的にということで１件、３０万円が収入済でご

ざいます。

住民生活課長（鈴木四郎君） １７款１項１目老人保健特別会計繰入金でございます。こちらにつ

きましても受けておりませんので存置になってございます。ゼロになってございます。

総務課長（二藤誠祥君） ３０ページでございます。２項基金繰入金１目財政調整基金繰入金、こ

れにつきましては４億円という収入済額でございます。

２目減債基金繰入金、ここでは ４，７７０万 ７，０００円でございます。

３目公共施設整備基金繰入金、これは廃止となったために収入済額がゼロでございます。

４目地域振興基金繰入金では １，３３１万 ３，７０１円が繰入金として収入済となっております。

１８款繰越金でございます。これは前年度繰り越し分ということで２億 ２２１万 ５，５９９円が収入済

額となってございます。
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税務課長（深澤章一君） ３１ページになります。１９款諸収入１目延滞金加算金及び過料でござい

ます。１目の延滞金につきましては７件分、収入されております。

２目加算金及び３目過料につきましては収入がございませんでした。

総務課長（二藤誠祥君） ２項町預金利子、これにつきましては１節の８万 ６２４円、これは預金

利子の伸び悩み分でございますが、伸び悩みで８万 ６２４円という収入済額がございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ３項１目高齢者住宅整備資金貸付金で、次の３２ページの１節、２

節とも８件分でございます。１件が未納になっております。頑張ります。

商工観光課長（小林宏和君） ２目中小企業振興貸付金元利収入でございますが、これは近隣の

３銀行に預託したものが年度末に入る予定となってございます。

学務課長（飛澤明則君） ３目奨学資金貸付金元金収入でございます。 ８７１万 ６，８００円が収入済

になってございます。償還者の １０１名でございますけれども、その方々の元金 ８６３万 ９，２００円と

滞納繰越金３人がございましてその分の７万 ７，６００円でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ４項１目総務事務受託収入でございます。１節交通災害等共済業

務受託収入でございます。こちらにつきましては交通災害の事務を町の方で行っておりますけれ

ども、それの定額の事務取り扱い受託収入５万円でございます。交通災害等の共済加入受託収入

につきましては１件２０円の根拠で積算されて受けるものでございます。 ９，０６３件の実績でござい

ました。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） ３３ページ、２目利子１節は農業者年金加入者の受給事務に

対する業務受託収入でございます。

２節は２月に入ることになっておりますので未収となっております。

税務課長（深澤章一君） ３３ページの５項雑入でございます。１目滞納処分費でございますけれ

ども収入、ございませんでした。

２目弁償金でございますけれども、これは軽自動車の標識の紛失等による弁償でございまして

５件分でございます。

学務課長（飛澤明則君） ３目給食事業収入でございます。１節学校給食費でございます。収入

済が １，７６７万 ３，６１０円で、これにつきましては学校給食の小・中学校分 １，７６４万 ７，１１０円と、そ

れから滞納繰越分２万 ６，５００円、１世帯がございまして今現在は分納をしていただいている方で

ございます。

総務課長（二藤誠祥君） ４目過年度収入でございますが、１節国庫補助金等過年度収入、これ

はございません。
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３４ページ、２節県補助金等過年度収入についてもございません。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３節その他過年度収入でございます。これにつきましては福祉医

療費の過年度分の精算による収入でございます。

総務課長（二藤誠祥君） ５目雑入でございます。これにつきましては新規分と言えばいいです

か、新しいもののみ申し上げたいと思います。ここではグラウンドゴルフ、マレットゴルフ用具

貸出料の中でマレット分が新規でございます。

ずっと下にいきまして、カモシカ食害防護さく設置受益者負担金２０万円。

ずっと下の方から公共施設整備基金清算金、これは基金の廃止によるもので１億 ７，７０５万

４，０６０円が雑入として入っております。

その下に秋田県統計協会残余金とございますが、これは秋田県統計協会が廃止になりましてそ

の分、分配金というか、残余金として ７，７２６円、これが入ってございます。主なものは以上であ

ります。

それから、２０款町債でございますが、これにつきましては減税補てん債、これが ４，４４０万円収

入済でございますが、残りは３月の借り入れということになります。

２節の合併推進債、これにつきましては庁舎改修費分でございますが、９０％以内、これも決算

後の借り入れということになります。

１節衛生費墓地環境整備事業、これは町営墓地の駐車場の件の町債でございまして、これも３

月の借り入れということになります。

３目農林水産業債、これにつきましては農道関係の繰越分でございます。 １，０９０万円、残りは

３月ということになります。

４目土木債、これにつきましては１節道路橋梁整備事業債、これも繰越分でございます。これ

は善知鳥地区の道路整備、辺地対策事業ということでございます。これの分も３月決算後借り入

れということになります。

それから、公園緑地事業債、これはカントリーパークの分でございますが、これも決算後の借

り入れ、３月借り入れということになります。

３６ページでございます。消防債、これにつきましては防火水槽１基、ポンプ１台の借り入れに

なりますが、これも決算後の借り入れということになります。

教育債、これにつきましては千畑中等の大規模工事、これに対する教育債でございまして、こ

れにつきましても３月借り入れということになります。

それから、臨時財政対策債、これは俗に言う赤字地方債という分でございますが、これは元利
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償還金の １００％相当を借りることができるわけでございます。これも３月借り入れということに

なります。

民生債、社会福祉事業債、これにつきましては障害者住宅貸し付けの分、これも決算後借り入

れということになります。

９目災害復旧債、これにつきましては河川債 ２７０万円、農地債が １００万円、この分が決算後借

り入れということになります。以上であります。

議長（後松一成君） 説明途中でございますが、１１時２０分まで休憩いたします。

（午前１１時１０分）

議長（後松一成君） 再開いたします。

（午前１１時２０分）

議長（後松一成君） 今まで平成１６年度の歳入の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

１５番、 橋 猛君。

１５番（ 橋 猛君） 一つだけ伺いたいと思います。２９ページなんですが、生産物売り払い収

入ということで堆肥の売り払いがあります。これはアクティセンターの堆肥の売り払いなんです

けれども、最近、有機物、いわゆる堆肥に対する関心が高くなってきて扱いやすいということも

あって、春先などは１カ月先ぐらいまで予約が入っているというふうな状況だったわけでありま

す。一時、利用料金も大分値上げしたときがありましたけれども、それでも利用料は落ちなかっ

たということで順調に推移しておったわけであります。調べましたところ、１３年度で ３５７万円、

１４年度で ３８３万円、１５年度で ４２５万円と順調に売り上げを伸ばしてきていたんですが、１０月末の

決算ということで ２００万円を切った状況のようです。冬期間の利用というのはほとんど考えられ

ないわけでして実質１６年度のこの実績ということになるかと思いますが、ここら辺、どのように

分析しておられるのか伺いたいと思います。

議長（後松一成君） 答弁、農政課長。
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農政課長（深澤 廣君） お答えいたします。

後日、審議される補正予算に計上してございますが、１６年度においては売上金が激減しており

ます。ただ、激減した理由なんですが、今、販売を委託しているサンアールと協議中でございま

すが、後ほど返事をもらうことになっておりますが、ただ売れない、お客さんが来ないというの

が現実だったようです。それに ２５０円に単価を上げた影響もあるのではないかというとらえ方も

しておりました。ただ、このように１３、１４、１５年と売り上げが増加している中でなぜ１６年だけ激

減したのか。すみませんが、まだきちんとした原因はつかめないでおります。

議長（後松一成君） ほかにございませんか。

３８番、戸沢藤一君。

３８番（戸沢藤一君） ただいまの質問と関連でございます。売れなくなったと、そういうこと

ですけれども、毎日稼働しているわけですよね、施設そのものは。例えば鶏ふんなり、家畜農家

からいろんなものを持っていって製品の在庫は相当の数があるということでしょうか。

議長（後松一成君） 農政課長。

農政課長（深澤 廣君） １月末現在の在庫ですが、製品は売れないときは袋詰めをするのでは

なく積み上げた状態で保管しております。それで、バケットでどれくらいあるかというとらえ方

になるんですが、１月末現在で約 １５０バケットぐらい、袋詰めにしますと １，８００袋ぐらいの在庫

になるととらえております。

議長（後松一成君） ３８番。

３８番（戸沢藤一君） 前は広告なんかを出しましたね、チラシを。今後、そういうような手段

をして販売の実績を上げるようなことをしたらいかがでしょうか。それを申し上げます。

議長（後松一成君） 答弁、農政課長。

農政課長（深澤 廣君） 販売については第三セクターのサンアールに委託しておりましたが、

ご指摘いただきましたように売れなくなったというのは事実ですので、販促について十分考えて

いきたいと思います。

議長（後松一成君） ほかにございませんか。

４番、鈴木 一君。

４番（鈴木 一君） ２４ページの６款土木費ですけれども、環境整備費補助金ですけれども、こ

れはたしか河川愛護会にやっているという話でしたけれども、ただ１戸当たり ５００円ではなくて、

私が考えるのにはかなりの面積があるところがあります。その点をよく考えてやったのか、いろ

いろこれから若い人はスポーツやるのは日曜日なんかありますので大変協力者が不足になってき
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ますので、そういうことを考えると面積の多いところはもう少し考える余地があるのではないか

ということをひとつお願いしたいと思います。

議長（後松一成君） 建設課長。

建設課長（照井一夫君） これは県補助でございます。当然、これはボランティアという中での

交付金でございます。面積の大きい小さいの中でお金の方の配分ということも考えられるわけで

すが、あくまでもそれぞれの河川愛護会にその戸数割といいますか、それで配分をしたいと、こ

れまでと変わらず配分したいと考えております。いずれ面積割というものもこれから考えていか

なければならない分野かとは思ってございます。

議長（後松一成君） ほかにございませんか。

４番。

４番（鈴木 一君） 各地域と行政職との会議の時期にそういう問題は出ませんか。

議長（後松一成君） 答弁。

建設課長（照井一夫君） 私自身、まだそこまで把握してございません。

議長（後松一成君） １４番、武藤 威君。

１４番（武藤 威君） １８ページの税金の督促手数料ですけれども、 ５００人以上いると。年々、

ふえているわけでございますけれども、今、税金の申告の盛りでございますけれども、我々も申

告書を書いていくに年々厳しくなっていくわけですけれども、町税関係で四苦八苦しながら集め

て歩いているわけですけれども、その辺、今後、もっともっとふえていくんではないかと。この

手だてとかいろいろ考えていることがあると思いますのでお願いします。

議長（後松一成君） 答弁、税務課長。

税務課長（深澤章一君） 今まで督促状の発送件数でございますけれども ７５０件でございます。

今、議員おっしゃられましたように、この件数も年々ふえているのが事実でございます。したが

いまして、私の方でも足しげく臨戸徴収等々に回っているわけでございますけれども、納付困難

な方につきましては、私どもでもいつでも納税相談に応じておりますのでひとつ利用していただ

きたいと、このように思っております。

議長（後松一成君） ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） これで質疑を終結いたします。

次、歳出の説明に移りたいと思います。

歳出の説明は、特に不用額が多かったり、特別説明を要するのだけに絞って説明をお願いしま
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す。順次お願いしたいと思います。

総務課長（二藤誠祥君） 歳出の議会費から、３７ページからでございます。これにつきましては

議会議員の分の報酬、それから職員の人件費等の経費であります。人件費等がここではほとんど

不用額、その他各節ごとには不用額が出ていますが、これも新町で支出される分ということでご

認識いただきたいと思います。

３８ページの２目議会報でございます。これは定例会ごとに出す議会報、４回分の費用でござい

ます。ここでも不用額が出てございますが、これにつきましては新町で支払いされる分も含まれ

ているということでございます。

２款総務費でございます。１目一般管理費、ここは三役、職員人件費、一般管理経費でござい

ます。ここでも不用額、かなりの額が出てございます。これにつきましても人件費がほとんどで

ございまして各節、不用額が出ておりますが、それについては決算後の支払いということになり

ます。

ただ、４０ページ、備品のところですが、ここでは一般備品となってございますが、これは給与

のソフト関係のものが支払われております。

町長公室長（小原正彦君） ４１ページ、２目の広報費でございます。こちらは４月から９月まで

の６カ月間の広報発行の関係経費でございます。予定どおりの支出でございます。

出納室長（大澤 薫君） ３目会計管理費ですが、主に需用費の印刷製本費が大きなもので、こ

れは納入通知書等の印刷でございます。

総務課長（二藤誠祥君） ４目財産管理費、ここでは主に庁舎の清掃人夫賃とか、町有地の管理

人の人夫賃、そういうものの費用ということでございます。あとは庁舎の管理費用ということに

なります。

ここで工事費については総合サービス課の方から説明をお願いしたいと思いますが、そのほか

１７節財産購入費、ここでは用地買収費としまして公園用地取得分の土地開発公社への債務負担で

ございますが、これが不用額になってございます。

２２節補償補填及び賠償金ですが、これにつきましては強風による損害賠償ということになって

ございます。

企画課長 （山内英世君） ５目企画費でございますが、旅費から需用費、役務費、使用料という

ところでございますが、これにつきましては千代田交流に要する経費でございました。不用額が

出ておるようでございますが、これは２月に来ておりますのでそちらの方に充当される額でござ

います。
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旅費につきましては関東ふるさと会に出たときの旅費でございます。

需用費でございますが、これの食糧費につきましてはふるさと会に参加したときの費用でござ

います。

４４ページをお開き願いたいと思います。有料道路使用料でございますが、これは８月にバス２

台を仕立てましてこちらから千代田の方に交流に伺ったときのバスの高速道路の使用料でござい

ます。

負担金補助及び交付金でございますが、関東ふるさと会の補助が９０万円、それから中部関西が

４５万円という形になっております。

ほかにつきましては省略させていただきます。

総合サービス課長（中野 弘君） ページ戻りますが、先ほどの財産管理費の工事費の関係です

が、庁舎構内景観保全工事 １２０万 ７，５００円、これは庁舎周りのアカマツの剪定などの工事費でご

ざいます。

４３ページの屋外倉庫外壁屋根塗装工事ということで、これは商工会の北にございます車庫がご

ざいますが、そこの外壁等を塗りかえしたものでございます。

４４ページの６目地域振興費でございます。支出済額 ５，７５１万 ６，０３３円ということで ３，５６７万

４，０００円ほどが不用額になってございます。これは合併に関連する部分が新町に持ち越しをした

ということで多額の不用額が出てございます。

１９節ですが、ここの会館の補助ということで３行目から善知鳥部落会館建設補助というところ

から次のページにいきまして大畑部落会館の修理補助ということでここで会館の補助が１９件、金

額が ２，４８１万 ６，０００円ほど支出されております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ７目交通災害等共済費でございます。こちらにつきましては歳入

の方でもご説明申し上げましたとおり、これら取りまとめにご難儀されております行政嘱託員及

び行政協力員の方々に対する補助でございます。加入促進補助でございます。

８目交通安全対策費でございます。これにつきましては交通指導隊員の方々の合併時までの報

酬１１名分、その他交通安全対策等の活動に伴う経費になってございます。不用額につきましては

新町の方に移行される未執行分の不用額になってございます。

９目防犯対策費でございます。これにつきましても防犯指導隊員の合併時までの報酬６名分、

それから地区ごとに防犯活動をやっていただいております。それらに対する協会の補助等になっ

てございます。

企画課長 （山内英世君） １０目のＯＡ機器管理でございますが、これにつきましては ７，０００万円
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ほどの不用額になっておりますが、これにつきましては新町で支払われるような形に移行してま

いります。この中の経費でございますが、いずれにせよ、コンピューター関係にかかわる経費で

ございます。電算システム開発修正業務委託料、これが ２５３万 ５００円、それからソフトウエア保

守が４２万円ぐらいでございますけれども、これはいろいろ保守料とかは毎月かかる経費でござい

ますのでこれからもかかっていくものでございます。

事務機器借上料、これも７０万 ８，７５０円ですが、これも毎月支払われる経費でございますのでこ

れからも発生してまいります。

次の電算機器借上料、これも ８２６万 ７，４９０円、これも毎月発生してきますのでこれらに係る経

費でございます。

次のページをお開き願いたいと思います。

１９節負担金補助及び交付金でございますが、これにつきましては ７３９万 ４，０５８円の支出になっ

ておりますが、これにつきましては地方自治情報センター年会費５万円、それから仙北東部電算

開発負担金が ６５６万 １，８００円、それから仙北東部電算システム管理７８万 ２，２５８円でございますが、

この仙北東部というのは３町村、今の合併する前のときの負担金でございます。

総務課長（二藤誠祥君） １１目諸費でございます。これにつきましては説明備考欄のところに書

いているとおりですが、ここで １，０３９万 ３５０円、この不用額が出ております。これは生活バス路

線の維持費ということでございます。この分が後で決算後に支出される分でございます。

１２目、１３目、１４目、１５目、これにつきましては積立金でございます。

税務課長（深澤章一君） ４９ページになります。２項徴税費でございます。予算執行率は約５１％

でございます。不用額のほとんどは新町に移行されます人件費のほか、納税貯蓄組合の補助金と

１８年度、評価がえに伴う固定資産の宅地標準地評価業務等の委託料となっております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ５１ページをお願いいたします。３項１目戸籍住民基本台帳費、こ

れにつきましては日常行っております戸籍住民基本台帳等の事務に伴う経費でございます。不用

額については未執行分の額になってございます。こちらは新町の方に移行になることになります。

総務課長（二藤誠祥君） １目選挙管理委員会費でございます。これにつきましては選挙管理委

員会委員の４名分の費用でございます。不用額につきましては決算後支出ということになります。

２目の選挙常時啓発費、これにつきましては明るい選挙推進協議会関係の経費ということでご

ざいます。

３目参議院議員通常選挙費、これにつきましては先ほど歳入でも申し上げましたとおり、１６年

７月１１日に行われました参議院議員選挙の実績の不用額が１万 ５４４円出ております。
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４目秋田県知事選挙費、これにつきましては来る１７年４月１７日に行われます執行分の選挙準備

費でございます。これにつきましては決算後、支出されるものであります。

町長公室長（小原正彦君） ５４ページ、５項統計調査費１目指定統計費でございます。こちらは

５月１日の学校基本調査、それから６月１日の商業統計調査事業所・サービス業調査の経費を支

出してございます。不用額につきましては今後行われます工業統計、農業センサス、こちらの調

査に新町で執行するということになります。

総務課長（二藤誠祥君） ６項監査委員費でございます。これにつきましては監査委員２人分の

費用でございます。ここの不用額につきましてはほぼ報酬額、その額が不用額となってございま

して決算後に支出されるということになります。

福祉保健課長（樋場雄一君） ３款１項１目社会福祉総務費です。不用額につきましては新町に

移行されるものでございます。主なものは職員の人件費と１９節は社会福祉協議会の補助金等、２０

節は母子・父子家庭の児童祝い金で１１名の方に送っております。

町長公室長（小原正彦君） 同じ社会福祉総務費の中の８節をごらんになっていただきたいと思

います。５５ページの８節報償費でございます。こちらには男女共同参画住民懇話会委員報償を計

上してございます。８月６日に懇話会を開催いたしまして委員報償６万 ２，７００円の支出でござい

ます。

それから、１２節に通信運搬費２万 ７，１１５円の支出でございますが、こちらは男女共同参画に関

するアンケート調査を実施してございます。その際の通信運搬費でございます。以上です。

福祉保健課長（樋場雄一君） ５６ページ、２目でありますが、主なものは８節長寿祝い金と１１節

の食糧費で敬老会時の折り詰めなどの経費です。

１３節はシルバーバンクの委託料で、登録会員 １１２名で、４月から１０月までの作業報酬額は ９７０

万円ほどになっております。

１９節は千畑温泉保養所の利用券で ９，５８０枚を発行しております。不用額につきましては新町に

移行されるものでございます。

５７ページの３目障害者福祉費でありますが、主なものは２０節扶助費で身体障害者、知的障害者

障害児の施設訓練や居宅生活支援に要した費用が主なものでございます。

５８ページです。４目在宅福祉費でありますが、主なものは１３節委託料で各種デイ・サービスを

提供した経費と高齢者の生きがい活動支援に要した経費です。

また１９節は大曲仙北広域介護保険費の負担金が主なものです。

２０節扶助費でございますが、これは介護手当に対して２７名に給付しております。介護用品のお
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むつですが８３名に給付しております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ５目医療給付費でございます。医療給付費につきましては合併前

までの経費の計上になってございます。

１１節需用費につきましてはレセプト及び受給者証等の印刷費になってございます。

２０節扶助費につきましては件数で１万 １，２３３件ほどになってございます。繰出金については合

併前までに特別会計に繰り出した実績額になってございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ２項１目児童福祉総務費でございます。ここの主な内容でござい

ますが、小学校低学年の放課後児童健全育成事業、いわゆる学童保育でございますがこれが主な

内容になっております。受け入れ人数ですけれども３０人でございます。予算内容としましては人

件費とこの生徒にかかわる保育の経費でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） １９節です。各団体の活動費の補助金でございます。

２目児童措置費でございます。これは児童手当の支給費で対象者は ５９１人でした。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ３目保育園費でございます。これは保育園の運営経費が主な内容

になってございます。入園児童数は １７２名でございます。経費の主な内容でございますが、人件

費、施設の維持管理費、点検経費、それと保育の教材費、給食にかかわる経費、１５節工事請負費

でございますがフェンスの取りつけ工事、便器取りつけ、保育室の間仕切り工事等を実施してお

ります。

６４ページです。４目子育て支援費、これは在宅で子育てをしている親、祖父母を対象に育児指

導、遊びの指導、育児相談、こういった業務を行うための経費が主な内容でございます。利用者

は約 １００人でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３項１目国民年金事務費でございます。これにつきましては職員

の給料、その他手当、年金事務に関する費用の実績になってございます。不用額につきましては

新町の方に移行になる額でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ４款１項１目保健衛生総務費でありますが、主なものは職員の人

件費と、次の６６ページの２０節のはり、きゅう、マッサージの助成金で ３１９名の方が利用しており

ます。

２目予防費でありますが、主なものは１３節で基本健診、各がん検診、予防接種の委託料でござ

います。なお、基本健診の受診率は８５．４％で、前年度対比２％ほど伸びております。不用額につ

きましては新町に移行になるものでございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ６７ページの３目生活環境費でございます。こちらにつきましては
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墓地等の管理に関する経費、それから狂犬病予防等の経費になってございます。主なものについ

てでございますけれども、６８ページをお願いします。

１５節工事請負費でございます。これにつきましては町営上野乙墓地の周辺整備工事、駐車場約

１，０００平方メートル、１反歩でございますけれども駐車場を整備してございます。それらの実績

の額になってございます。

それから、１７節公有財産購入費でございます。これにつきましては用地買収費、ただいま申し

上げました墓地周辺の駐車場の整備に伴う取りつけ道路の拡幅部分の用地買収費になってござい

ます。

１９節につきましては広域市町村圏組合の負担金、それから歳入でございましたけれども葬場の

使用料負担金等になってございます。

２項１目清掃総務費でございます。これにつきましては最終処分場及びごみ収集に関連した経

費の計上になってございます。

８節報償費でございます。旧千畑地区においては不法投棄の監視人をお願いいたしまして監視

を行っていただいております。６名お願いしておりますけれどもそれらに伴う経費でございます。

１９節でございますけれども、合併処理浄化槽設置整備事業がございます。合併前につきまして

は町村ごとにいろいろ主管課がかわってございます。旧千畑地区については町民生活課の方で担

当しておりましたのでこちらの方に合併前の実績の経費を計上してございます。

前後しましたけれども１５節の工事請負費でございます。これにつきましては畑屋地区に資源回

収のごみ集積所をリサイクルに向けて設置しております。これらに伴う経費の計上になってござ

います。

２７節公課費でございます。これにつきましては環境保全センター、県の産廃の処理施設ござい

ますけれどもそちらに持ち込む場合の持ち込み者の応分の負担ということで新たに設けられた県

の産業廃棄物税というふうに額は小さいんですけれども計上になってございます。

建設課長（照井一夫君） ３項１目でございます。１９節でございます。これは長面小規模水道組

合の補助金でございます。そのほかに２地区ほどございます。

２８節でございます。これは簡易水道事業の方に繰り出しをされたものでございます。なお、不

用額につきましては決算後に調整するものでございます。

商工観光課長（小林宏和君） ７０ページをお願いします。５款１項１目労働諸費でございますが、

出稼ぎ者６１名の互助会負担金を支出してございます。現在は １６３名の方が就労されてございます。

２目緊急地域雇用特別基金事業でございますが、これは委託料におきまして仏沢公園、それか
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ら大台野広場の環境、景観維持の委託を行ってございます。１０人の雇用が確保されてございます。

議長（後松一成君） 説明途中でございますが、午後１時半まで休憩いたします。

（午後 ０時００分）

議長（後松一成君） 休憩を解きまして、本会議再開いたします。

（午後 １時３０分）

議長（後松一成君） 説明を続行いたします。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） 農業委員会関係についてご説明いたします。７１ページの６

款１項１目であります。これにつきましては事務局の運営経費に充てたものですが、主なものと

しては委員の報酬と職員の人件費等であります。不用額につきましては新町に移行されるもので

あります。

農政課長（深澤 廣君） ２目農業総務費です。大きいものは人件費と諸団体の負担金が主なも

のでございます。

３目農業振興費ですが、経費の主なものは生産調整にかかわる経費、これは転作の分ですが、

それに要する経費と、それから仏沢地区にございます直売所、それから体験農園等の維持管理費

でございます。

４目畜産振興費ですが、これはアクティセンターの維持管理費及び管理委託料が主なものでご

ざいます。

５目農地費ですが、これは小荒川、土崎、本堂地区の基盤整備事業にかかわる経費でございま

す。

税務課長（深澤章一君） ７７ページです。７目国土調査事業費ですけれども、１６年度の国土調査

箇所は３カ所は大平、大杉、桑ノ木沢の３地区、３．５９平方キロメートルの山林を調査しておりま

す。国土調査事業費の予算執行率は約３４％で、不用額のほとんどは新町に移行される人件費と測

量業務等の委託料となっております。

農政課長（深澤 廣君） ７８ページをお願いします。８目地域資源総合管理施設費ですが、これ
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は塚集落にございますふれあいセンターの維持管理費及び管理業務委託料が大部分でございます。

９目農村振興総合整備統合補助事業費ですが、これは土崎地区に建設されましたコミュニティ

施設に要する経費が大部分です。

次のページをお願いします。１０目田園自然環境保全再生支援事業費ですが、これは土崎地区の

圃場整備に伴って生態系関連事業も同時に実施されました。イバラトミヨの保護とか、そういう

事業です。それに要する経費です。

２項１目林業総務費ですが、これは松くい虫防除対策費、それから林道の管理費といったもの

が主なものでございます。

商工観光課長（小林宏和君） ８２ページをお願いします。７款１項１目商工振興費でございます

が、１９節負担金補助及び交付金、これは商工会運営事業費補助のほか、商工振興団体への負担金

等が主なものでございます。

２１節貸付金につきましては中小企業振興資金として近隣の銀行へ預託したものでございます。

２目観光費でございますが、これは職員の人件費のほかイベント等観光振興事業費に充てたも

のでございます。ラベンダー祭り、これは５万 ５，０００人が入園してございます。長者の山全国大

会に ２８６名が出場してございます。というイベント関係の予算、そのほかに公園の運営費といた

しまして仏沢、湯の沢、せせらぎ公園等の維持管理を実施してございます。

負担金補助及び交付金に関しましては千畑ヘルス観光株式会社ほか各種観光推進団体の補助負

担金を支出してございます。

８５ページをお願いします。３目給湯給水施設費でございますが、これにつきましては温泉源泉

施設の維持のための光熱水費と清掃委託料を支出してございます。

４目特定地区公園整備事業でございますが、これにつきましては千畑カントリーパーク国庫補

助事業の経費でございます。イベント広場の外構工事の前払い金相当額 ６９９万 ３，０００円を支出し

てございます。また事業振興に必要な職員の人件費を支出してございます。

８６ページをお願いします。５目温泉施設費でございますが、これは保養所の浄化槽の老朽化に

伴いまして維持修繕を行ってございます。工事請負、備品購入は新町に引き継いでおります。

６目温水プールの施設費でございますが、これは不測の事態に対処する修繕料でございますが、

１０月３１日までは支出はございませんでした。

建設課長（照井一夫君） 建設課分でございます。８７ページをお開き願います。８款１項１目、

主なものとしましては職員の人件費と１９節の各種協議会の負担金でございます。

２項１目、主なものとしまして人件費でございます。

－２９－



８８ページをお願いします。１１節の街路灯の修繕、２０カ所でございます。それらの電気料でござ

います。

２目の主なものとしまして７節の臨時職員の人件費、それから１５節道路補修工事費でございま

す。

８９ページでございます。３目でございます。主なものとしまして２節の職員の人件費、それと

１３節の道路整備事業に伴う測量設計の委託料でございます。

９０ページをお願いします。１５節でございます。これは改良舗装工事でございます。

９１ページの２２節でございます。これは事業に伴います建物等の移転補償工事でございます。

９１ページをお願いします。４目であります。主な支出はございませんでした。

５目１３節の道路台帳補正業務委託料が主なものでございます。

３項１目でございます。主なものとしまして８節河川愛護会委員報償と９２ページの１４節の河川

整備時の機械の借り上げでございます。

４項１目でございます。これは町営住宅の管理維持に必要な除草、消毒、それらが主なもので

ございます。

９３ページをお願いいたします。２目１３節でございます。これは塚地区の測量業務でございます。

以上でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ９款１項１目非常備消防費でございます。主なものにつきまして

は消防団員の報酬、それから災害時の費用弁償。

次のページをお願いします。１９節負担金補助及び交付金でございます。こちらにつきましては

諸団体に対する負担金の支出となってございます。

２目消防施設費でございます。これにつきましては主なものとして１５節工事請負費、防火水槽

新設１基、谷地中地区に設置してございます。警鐘楼の解体工事、これは６カ所ですけれども計

画どおり実施してございます。

それから、備品購入費でございますけれども、小型動力ポンプ１台導入してございます。主な

ものについては以上でございます。

３目水防費でございます。水防費につきましては水防演習大会が大曲市を会場に東北大会が行

われました。災害時の訓練等に備えまして訓練大会を実施しております。これらに伴います経費

が主なものでございます。

学務課長（飛澤明則君） １０款教育費でございます。９６ページをごらん願いたいと思います。１

項１目教育委員会費でございます。ここでは委員会の会議あるいは各種の会議等を開催した費用
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でございます。

２目事務局費、ここでは教育長と職員の人件費関係とスクールバス４台分の維持管理、さらに

はうち３台分を民間に委託した経費でございます。

３目教育助成費でございます。ここでは児童・生徒の災害共済掛金の負担と各種団体への負担、

さらには奨学資金を４９名の方々に貸し付けておるということでございます。

９８ページですが、２項小学校費１目学校管理費でございます。ここでは学校の施設の保守点検

と維持管理というようなことでございます。

工事関係では次の １００ページにありますが、工事請負費として校外施設整備工事、これは２校

分の遊具の撤去、それから南小の水飲み場改修、それから千屋小学校の物置小屋の工事等でござ

います。そのほか千畑南小学校の大規模改造、あるいは南小学校のプールの改修工事を行ってお

ります。

２目教育振興費、ここでは教材の充実というようなことで児童用の図書、あるいは楽器等を購

入してございますし、就学援助、就学困難な児童に対しては就学援助してございます。

次に、２項中学校費１目学校管理費でございます。ここでも各中学校の施設等の保守点検と維

持管理に要した費用でございます。

１０２ページの工事関係では校外施設、これは運動場の本部の工事でございます。大規模改造工

事については特別教室、体育館、それから照明改修等を行ってございます。

２目教育振興費でございます。ここについては教材用の図書と楽器等を購入してございますし、

就学困難な生徒１２名ほどございますが、この方々に就学援助を行ってございます。

３目外国青年招致事業費でございます。これは語学指導助手の人件費等でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ４項１目幼稚園費でございます。これにつきましては幼稚園の運

営にかかわる経費が主な内容になってございます。人件費、施設の維持管理経費、点検業務等委

託費、それから、教材費、給食の経費となってございます。

１５節工事請負費でございますが、正面の運動広場約 ２，０００平方メートルでございますが、張り

芝工事を実施してございます。

社会教育課長（小松 清君） １０６ページ、５項１目社会教育総務費は職員の人件費のほか成人

式、生涯学習講座、文化展等の開催の経費であります。

１０８ページ、２目公民館費であります。千畑公民館、交流センター、千畑農村公園の維持管理

費、それから交流センターの図書購入費等が主なものであります。

１５節の不用額については、千畑公民館の渡り廊下の改修工事で新町に引き継いでおります。
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１０９ページ、文化財保護費であります。これは郷土資料館、東嶽邸の維持管理費のほか遺跡の

発掘調査に係る経費であります。

７節賃金、それから１１節需用費、１３節委託料の不用額は遺跡発掘調査に要するもので新町に引

き継いでおります。

１５節の坂本東嶽邸の環境整備工事は駐車場整備 １，４７３平方メートル、それに冠木門の改修工事

を実施しております。

１７節不用額については本堂城址の用地買収費で、これも新町に引き継いでおります。

２２節の損失補償費は館間会館の移転補償費であります。

１１１ページ、６項１目保健体育総務費であります。職員の人件費のほか社会体育事業に要する

経費であります。

１９節の体育協会補助については、加盟１６団体の活動費補助、それから町民体育大会補助につい

ては４種目の全町の大会の開催補助、それから、スポーツ少年団の補助については本部の運営費

補助のほか単位スポーツ少年団１１団の活動費補助であります。

１１２ページの２目体育施設費であります。これは体育館、社会体育広場、ゲートボール場、弓

道場等の維持管理費であります。

１５節格技場整備工事は武道館、弓道場の整備工事で、支出済額については前払い金の支払い額

で、不用額については新町に引き継いでおります。

１８節社会体育備品費については柔道用の畳などの武道館の備品で、この不用額についても新町

に引き継いでおります。

学務課長（飛澤明則君） ３目給食センター費でございます。ここでは給食１日約 ８００食を供給

するために１４人分の人件費等を第三セクターに委託するものでございますし、また施設等の保守

点検と維持管理に要した費用でございます。

建設課長（照井一夫君） １１款１項１目でございます。主なものとしまして１５節畑屋内村線等の

のり面の崩壊工事でございます。

２目でございます。主なものとしまして１５節大道川災害の工事費でございます。

３項１４節せせらぎ公園の水害時の土砂撤去の機械借り上げでございます。

農政課長（深澤 廣君） １１６ページをお願いします。２項１目と２目ですが、１目は農地費の

災害復旧費、２目は林道の災害復旧費です。これは昨年の７月２０日の豪雨で被害を受けた分の復

旧費です。

総務課長（二藤誠祥君） １２款公債費でございます。ここでは１目の元金、これは償還元金でご
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ざいますが、不用額分については１２月と３月に支出する分でございます。新町から支出する分で

ございます。

利子につきましても同様でございます。

１３款諸支出金については支出済額がゼロでございます。

１４款予備費、これにつきまして８万 ２，６００円の充用がございます。これは一般管理費の方です

が退職者に対する記念品代として３人分が流用されてございます。

出納室長（大澤 薫君） それでは、実質収支に関する調書、歳入総額３０億 ６，８３６万円に対しま

して、歳出総額２８億 ２，１９５万 ６，０００円、歳入歳出差引額２億 ４，６４０万 ４，０００円、実質収支も同じ

でございます。

議長（後松一成君） 以上で平成１６年度の歳出の分の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

１４番、武藤 威君。

１４番（武藤 威君） ５０ページの納税貯蓄組合に関連してでございますけれども、町では前よ

り締切日はいつまでですよというお知らせを結構出しておりますので余りないと思いましたけれ

ども、もちろん、この納税組合への加入脱退は本人次第だと思いますけれども、ちょっとした農

耕用の軽トラックだかわかりませんけれども納め忘れて迷惑をかけたということで、そこまでは

いいんですけれども、陰で相当あるらしいわけで、プライバシーのこともあるし、何年も言われ

るということで、やはりこれは考えなければいけない時期になっているんではないかと私自身は

思いますけれども、当局の考えを聞きたいと思います。

それから、６６ページのはり・きゅう・マッサージでございますけれども、不用額がありますけ

れども結構人気があるわけで、ところで私もたまに行くわけですけれども、町のあれは使ってお

りませんけれども、やはり各町村によってまちまちで聞いてきてくれと。何といえばいいですか、

治療院から来たよという証明をもらったり、また町独自に行って後で町に行くとかいろいろある

らしいですけれども、その辺、何となっているのか、この後、何としていくのか。

最後ですけれども、７４ページでございますけれども、畜産共進会の報償、これも不用額出され

ておりますけれども本当に残念でたまらないわけであります。このことは千畑議会でも一度言っ

たことがございますけれども、毎年、私もそこに行くわけで、ことしの場合、郡大会ではせっか

く陳列したウサギが優勝もらって余りの暑さで帰りに賞状だけ帰ってきたというような例もござ

いますし、第一、出品数が毎年少なくなっていると。大家畜が特に少ないと。かつては千畑町は

ホルスタインの町として東北でも全国でも秋田県でも有名だったと。そして、畑屋ウサギも有名
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だと。今では中仙町のジャンボウサギに押されぎみだという形になっておるわけでございまして、

それもそのはず、やはり少なくなる原因の多くは不慮の事故、例えば大家畜がでないということ

はあの山に連れていってわずかの引付料をいただきながらそれに運送料を払いながら１回行けば

肥育牛に例えれば１０キログラムもやせると。若い牛は１日１キロぐらいずつ総体量が増していく

らしいんですけれども肥育の後期になれば ５００グラム、あるいは ８００グラムだそうです。それを

直すには１カ月もその上もえさをかけて管理しなければできないというような状況のもとで、そ

れでも農家の方々は出そう出そうと思っているわけです。ですから、かつては有名な町のそうし

たものがなくなると残念でたまらないわけでございます。このことは町長からお願いしたいわけ

です。仙南村、六郷町の方では余り家畜がいなかったようでございますけれども、かつては六郷

町でも秋田県一の肉牛産地にしたいということで秋田県のクラスのＡ、Ｂ、Ｃあたりをどんどん

と取り入れたときもありますので、その辺も加味しながら答弁願います。

議長（後松一成君） 最初に、税務課長。

税務課長（深澤章一君） お答えいたします。

納税組合の納付額の納期内に対してのこだわりのようでございますけれども、詳細については

私、把握しておりませんけれども、納税貯蓄組合そのもの、制度疲労あるものと思われますので

全体的にはそろそろ見直しの時期に来ているんではないかなと、このように思っているところで

ございます。以上です。

議長（後松一成君） 次に、はり・きゅう、福祉保健課長。

福祉保健課長（樋場雄一君） お答えいたします。はり・きゅう・マッサージの利用券ですが、

今のところ、１６年度までは旧町村それぞればらばらにやっているようですので、１７年度からは旧

仙南村方式で利用券発行方式でやりたいと考えております。

議長（後松一成君） 町長。

町長（松田知己君） 畜産振興については議員ご指摘のとおり、年々、下火になっているような

部分があるわけですが、美郷町として今後とも有機農業を推進していくという観点でも畜産の重

要性というのは認識されるところでございますので、１７年度予算において畜産振興等について予

算を盛ってまいりたいと思っておりますので、新年度予算審議の際にそこら辺についてご説明さ

せてもらいたいと思います。

なお、今、税務課長の方から納税貯蓄組合について制度的な疲労、見直しの時期というふうな

答弁いたしましたが、旧町村において納税貯蓄組合の活動並びに内容が差異があります。その差

異を十二分に把握した上で今後、美郷町として納税貯蓄組合がどうあるべきかというふうな議論

－３４－



を踏まえた上で見直しということになりますので、今直ちに見直しすることではないということ

をご理解いただきたいと思います。

議長（後松一成君） ほかにございませんか。

鈴木 一君。

４番（鈴木 一君） １点だけですけれども、８９ページの工事請負費の現道舗装のことについて

お伺いいたしますけれども、１６年度は９カ所やったと説明にありましたけれども、この後、何カ

所あるか、その点をまず一つお伺いしたいと思います。

議長（後松一成君） 建設課長。

建設課長（照井一夫君） お答えします。今現在、新年度予算でも１２カ所計上してございますが、

そのほかにつきましては２０カ所はあるという話を聞いてございます。

議長（後松一成君） 暫時休憩いたします。

（午後 ２時０２分）

議長（後松一成君） 休憩を解きまして、本会議再開いたします。

（午後 ２時０３分）

議長（後松一成君） １５番、 橋 猛君。

１５番（ 橋 猛君） 一つだけ伺いたいと思います。４８ページです。この中で各種基金がある

わけでありますけれども、この後で財産に関する調書等の説明もあろうかと思いますが、関連し

てここで伺いたいと思います。と申しますのは、冒頭に町長の所信表明にもございましたが、合

併の段階での基金の持ち込みは２１億円余りということでございます。合併の段階で幾ら持ち込む

のかなというのは大変大事なことであったなというふうに思っておりますが、合併協で出された

資料を拝見しましたら１３年度の段階で３町合わせて５０億円を超える基金があったようであります。

しかしながら、この３年余りの間にご承知のように地方交付税が大変厳しい状況であったという

ことで基金を取り崩して対応したと。さらには各町村において個別の目的基金がございますので

それも取り崩したということで大幅な減額という形になったというふうに思っておりますが、合
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併協としてはこの２１億円という数字をどのようにとらえておったのか、予測できる範囲であった

のかということについて伺いたいと思います。

議長（後松一成君） どなたの答弁が必要ですか。（「町長公室長です」の声あり）小原公室長。

町長公室長（小原正彦君） ただいまのご質問についてお答えいたします。

今、ここに資料を持ってきておりませんけれども、たしか１３年度末ぐらいでは、今、 橋議員

が言われましたように５０億円程度の基金があるというふうに認識してございます。ただ、合併の

際の基金については現在の基金額を把握してそれらについて持ち込みをするということでそれら

についての計画を作成しているということでございます。以上でございます。

議長（後松一成君） ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより平成１６年度の特別会計の方の説明に移りたいと思います。

直ちに説明をお願いいたします。

住民生活課長（鈴木四郎君） 初めに、国民健康保険特別会計の説明をさせていただきます。

１２５ページをお願いします。歳入でございます。歳入につきましては７カ月分の収入済額の計

上になってございます。収入未済額につきましては残りの５カ月に移行されるものでございます。

１３０ページをお願いします。１目出資金の返還金がございます。収入済額が ２４８万 ４，０００円に

なってございます。これにつきましては平成１７年４月からのペイオフの解禁、それと合併等によ

ります保険者の統合等が見込まれること、それから財政運営資金融資に定める保険者の出資金に

ついて昭和３４年から平成４年度まで出資してございました部分について、これを廃止するという

ことで返還を受けておるものでございます。

１３５ページの歳出の方をお願いします。１款１項１目につきましては国保会計の一般管理費に

なってございます。

２目については連合会の負担金になってございます。

２項１目賦課徴収費についても７カ月分の支出になってございます。

２款１項１目についても１０月までの支出の額になってございます。不用額については新町に移

行されるものになっております。

１３８ページをお願いいたします。４款１目出産育児一時金でございます。これにつきましては

９件の実績になってございます。５項１目葬祭費につきましては３７件の実績になってございます。

１４１ページをお願いいたします。保健事業でございますけれども、旧千畑地区におきましては
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健康まつり、ウオーキング大会、国保無受診の家庭の褒賞等を行っております。

１９節にございます健康推進器具設置補助 １，３５６万 ５，０９７円ございますけれども、これにつきま

しては国保世帯に対しまして健康推進器具の設置補助を行っております。実績で器具が５種類に

なってございますけれども １，３６４件の交付になってございます。

非常に簡単な説明で申しわけないんですけれども、合併前までの支出の内訳を大きなものだけ

を説明させていただきました。

議長（後松一成君） 健康保険、説明がありましたが、質疑に入ります。

２７番、高橋福松君。

２７番（高橋福松君） １点だけお聞きしたいと思います。老人保健の部分にも出てくると思い

ますけれども、これは各町村とも同じだと思いますけれども、旧佐藤病院のやつが毎年毎年出て

きているわけです。このことにつきましては一体これからどういう感じになるのか、ちょっと県

の方もあると思いますけれども、もしその辺、毎年わからないような答弁をもらっているわけで

すけれどもこれが尾を引いていくと未収額がそのまま残っていく感じになります。もしわかる範

囲内で結構ですのでその辺をひとつわかっているようであれば教えていただきたいし、県の方の

対応としてもどういう形がとられているのか、わかる範囲内でお教え願えれば非常にありがたい

と思います。

議長（後松一成君） 住民生活課長、わかる範囲。

住民生活課長（鈴木四郎君） ただいまご質問のありました佐藤病院の不正請求に関することで

すけれども、この後、旧六郷町、仙南村と決算の審議をしてもらうことになるわけでございます

けれども、ただいまのご質問につきまして私も前任者より申し送りを受けました。うちの方だけ

でなくて大曲仙北管内、一致協力して取り組むと、対応策を考えるということでそういう協議会

が前に発足して検討してきた経緯があると聞いてございます。しかし、合併間近になってそれら

の会議は引き続き行われてはおらなかったようでございます。合併につきまして大仙の方で旧町

村ごとにこれらの対応をどうするかということで今の議会で審議されると思いますけれども、３

月１０日を持って欠損処理をすると。これは私、県の方ともいろいろ確認したわけでございますけ

れども、督促状を出して相手に着いたと思われる日から５年間を継続した後に欠損処理をするの

であれば、いろいろな補助金等に差し支えないと。ただし、その前に処理をするとなれば債権を

放棄するということでありますので何か議会の議決を要するということのようでございました。

県の方にいろいろ確認したんですけれども、対応としては時効成立した後であれば欠損処理はい

いと。その前にやるとすればいろいろ触れてくるものがあるということの指導を受けました。大
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曲市ほかの大仙になる町村におきましては５年を経過した後に欠損処理をするということでござ

いましたので、こちらは旧千畑地区の決算になりますけれども調停を起こしてございます。未収

になってございます。それで、５年間を経過した後に欠損処理をしたいというふうに考えてござ

います。

議長（後松一成君） わかる範囲内で答弁をいただきました。

ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより平成１６年度千畑町簡易水道事業特別会計について説明を求めます。建設課長。

建設課長（照井一夫君） それでは、簡易水道事業特別会計の歳入歳出をご説明申し上げます。

１５１ページをお開き願います。

１款１項１目１節でございます。これは新規加入者５件分が収入となってございます。

２款１項１目１節でございます。 １，２１６件の水道の使用料として入ったものでございます。

２節滞納繰越分でございますが、これは１１名の方の収入でございます。

２項１目１節でございます。これはございませんでした。

それから、３款でございます。 １５２ページをお願いいたします。１項１目１節でございます。

これは古沢地区でございますが、補助金はまだ入ってきてございません。

４款１項１目１節でございますが、これは基金の利子でございます。

５款１項１目１節でございますが、これは一般会計からの繰入金でございます。

次に、 １５３ページをお願いいたします。２項１目１節でございます。これは基金からの繰り入

れでございます。

６款１項１目１節でございます。これは１５年度の精査によります繰り越しされたものでござい

ます。

７款１項２目、これはございませんでした。

２項１目でございますが、 １５４ページをお開き願います。１節でございます。これは普通預金

等の利子でございます。

３項１目１節でございますが、これは還付金であります。

８款１項１目でございます。これもまだ入ってきてございません。

１５５ページをお願いいたします。歳出でございます。１款１項１目でございます。主なものと

しまして職員の人件費、それと１２節の納入通知書など、これらが主なものでございます。
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次に、 １５６ページをお願いします。２目であります。主に１１節でございますが、これは施設の

電気料及び羽貫谷地、畑屋地区の記録計修繕料でございます。

１５７ページをお願いします。２５節でございます。これは基金の利子及び基金の積立金に充てる

ものでございます。

４目であります。主なものとしまして１５節黒沢地区の配水池また浄水棟の工事費でございます。

５目でございます。これはありませんでした。

２款１項でございます。 １５８ページをお開き願います。２３節でございます。これは事業債の償

還金でございます。

３款１項１目はございませんでした。

１５９ページをお願いします。この決算におきまして実質の収支額は １，２５０万 ６，０００円でござい

ました。以上でございます。

議長（後松一成君） ただいま千畑町の簡易水道事業特別会計について説明がありました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより平成１６年度千畑町土地取得特別会計について説明を求めます。

総務課長（二藤誠祥君） 千畑町土地取得特別会計歳入歳出決算書についてご説明申し上げます。

１６３ページをお開きいただきたいと思います。歳入総額３万 ３，１４５円、歳出総額３万 ３，１４５円

で、歳入歳出の差額はありません。

歳入の内容は前年度からの繰越金２万 ４，２０２円、基金預金利子 ８，９４３円でございます。

１６５ページですけれども、歳出は土地開発基金への繰出金３万 ３，１４５円のみの執行となってご

ざいます。以上であります。

議長（後松一成君） ただいま説明がありました土地取得特別会計について質疑に入ります。質

疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより平成１６年度千畑町老人保健特別会計歳入歳出決算書について説明を求めます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ご説明申し上げます。 １７１ページをお願いいたします。

老人保健特別会計歳入の方でございますけれども、歳入につきましては支払い基金交付金、国

庫支出金、県支出金等につきましては歳出の医療給付費、医療費支給費等の伴う基準による収入
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でございます。１０月末までに収入済額となってございます。

５款２項１目雑入でございます。先ほど国民健康保険特別会計の方でご指摘のありました佐藤

病院に関する部分については収入未済額ということで決算で計上されてございます。

１７５ページをお願いいたします。医療諸費でございます。これにつきましても１０月末までの支

出済額になってございます。

２款１項１目の償還金でございますけれども、こちらにつきましては過年度分の老人医療給付

費の実績による返還金でございます。精算による返還金でございます。こちらの会計につきまし

ても１０月末までの収入済及び執行済の額になってございます。以上でございます。

議長（後松一成君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより平成１６年度千畑町農業集落排水特別会計歳入歳出決算書について説明を求めます。

建設課長（照井一夫君） それでは、農業集落排水事業特別会計の歳入歳出をご説明いたします。

初めに、 １８１ページをお開き願います。１款１項１目でございます。これは３地区の施設の使

用料でございます。

２節の滞納繰越分でございます。

次に、２項１目でございます。これは督促料４９件分でございます。

２款１項１目でございます。これは基金利子が収入となったものでございます。

１８２ページをお願いします。３款１項１目１節でございます。これは一般会計から繰り入れさ

れたものでございます。

それから、２項１目１節、これは基金からの繰入金でございます。

それから、４款１項１目でございます。これは１５年度から繰り越しされたものでございます。

次に、 １８３ページをお願いいたします。５款１項１目でございます。これは延滞金でございま

す。３１件でございます。

２目１節でございますが、これはございませんでした。

２項１目１節でございます。これは預金の利子が収入となってございます。

３項１目はありませんでした。

次に、歳出でございます。 １８５ページをお願いします。１款１項１目でございます。主なもの

としまして職員の人件費と１１節の納付書でございます。

１８６ページをお願いいたします。２目でありますが、主なものとしまして１１節の一丈木ほか２
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地区の施設の電気料、それからマンホールの修繕、これらが主なものでございます。

１８７ページをお願いします。３目２５節でございます。これは基金利子及び基金の積立金でござ

います。

４目１５節でございますが、これはございませんでした。

２項１目、２目の２３節でございますが、これは建設事業費の町が借り入れされたものでござい

ます。これらの償還金でございます。

３款１項１目でありますが、これはありませんでした。

１８９ページをお願いします。今回の決算時の実質の歳入歳出の差引額は ３３５万 ５，０００円でござ

いました。以上でございます。

議長（後松一成君） 農業集落排水についての説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

２時４５分まで休憩いたします。

（午後 ２時３２分）

議長（後松一成君） 休憩を解きまして、本会議再開いたします。

（午後 ２時４５分）

議長（後松一成君） 認定第１号について質疑が終了いたしました。

平成１６年度千畑町一般会計及び特別会計決算の認定についてこれより討論を行います。討論あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 討論なしと認めます。

これより採決いたします。

お諮りいたします。本案を原案のとおり認定するにご異議ございませんか。
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（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、認定第１号 千畑町一般会計歳入歳出決算書及び特別会計決算書は原案のとおり認定

されました。

◎認定第２号の上程、説明、質疑、討論、採決

議長（後松一成君） 認定第２号 平成１６年度六郷町一般会計及び特別会計決算の認定について

を上程し、議題といたします。

議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。

税務課長（深澤章一君） 歳入の１款町税についてご説明申し上げます。１３ページ、１４ページに

なります。町税全体の収入済額は３億 ５，８６３万 ３，６３０円で、収納率は７６．７％となっております。

昨年同期と比べまして調定額で ２，６０７万円、収入済額で ９００万 ４，０００円それぞれ減額となってお

りますけれども、収納率では１．９４％上昇しております。不納欠損額は ５２９万 ３，９３１円で、そのほ

とんどは生活困窮者で差し押さえ財産があってもその財産に抵当権が設定され換価が困難などの

理由によりまして、地方税法第１８条の規定により時効によって処理したもので、延べ人員で １０３

人、実人員で４６人となっております。なお、これまでの差し押さえ件数４７件でありまして、この

ことによりまして １０７万 ６，９２３円収納しております。

町民税のうち個人分につきましては昨年同期と比べまして収入済額で約 ４００万円減収しており

ます。収納率も０．６３％確保しております。不納欠損額は滞納繰越分で １３１万 ６，９９９円、延べ人員

で３４人、実人員で２０人となっております。

法人分につきましては業績不振の影響によりまして昨年同期と比べ収入済額で約 ３６０万円減少

となっております。

固定資産税の収納率は昨年同期と比べまして４．０３％上昇し、 ８１．１９％となっております。不納

欠損額は滞納繰越分で ３９７万 ２，９３２円で、延べ人員で６８人、実人員で２５人となっております。

軽自動車税の収納率は昨年同期と比べまして ０．６％上昇し、 ９７．８４％で、不納欠損額は滞納繰

越分で１人ございます。 ４，０００円でございます。
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次の１５ページ、１６ページでございます。

町たばこ税は昨年同期と比べまして収入済額で約 １００万円減少しております。なお、未納額

３，５７２円につきましては、新町におきまして既に収入されてございます。

特別土地保有税並びに入湯税の収入はございませんでした。以上です。

総務課長（二藤誠祥君） ２款地方譲与税についてご説明申し上げます。収入済額が ２，５３０万

７，０００円でございます。

そのうち１項所得譲与税、これが ６０９万 ７，０００円、この後、３月に決算後配分がある予定でご

ざいます。

自動車重量譲与税については １，３９１万 ３，０００円、これについても決算後配分がある予定でござ

います。

地方道路譲与税、これにつきましては ５２９万 ７，０００円でございまして、決算後、配分がある予

定でございます。

利子割交付金、これにつきましては １０３万 ５，０００円でございます。これも決算後、配分ある予

定でございます。

それから、配当割交付金、これにつきましては１６万 ７，０００円の収入済額でございましてこれに

ついても決算後、配分がある予定でございます。

１７、１８ページでございますが、株式等譲渡所得割交付金、これにつきましては収入がございま

せん。

６款地方消費税交付金、これにつきましては ４，３２５万 ６，０００円、この決算後、配分がある予定

になっております。

７款自動車取得税交付金、これにつきましては ６１２万 １，０００円の収入済額でございます。これ

につきましても決算後、配分がある予定になってございます。

８款地方特例交付金、これにつきましては １，３９８万 ６，０００円でございます。これにつきまして

はこの額が収入済額、７月、９月分の配分だけでございます。

９款地方交付税、これにつきましては１０億 １，４０８万円でございます。これは普通交付税分のみ

でございます。この後、普通交付税の配分、それから特交分の１２月、３月分の配分がある予定で

ございます。

１０款交通安全対策特別交付金、これは７０万円の収入済額でございます。これにつきましても決

算後、配分がある予定でございます。

建設課長（照井一夫君） １１款分担金及び負担金でございます。建設課分でございます。１１款１
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項１目でございます。これは基盤整備促進事業でございますが、収入はございません。

企画課長 （山内英世君） ２項負担金１目総務費負担金でございますが、これにつきましては１

億 ３，８１６万円でございます。これのうち収入済額が １，４６８万 ８，１１６円でございます。これにつき

ましては統合電算システム開発費負担金、これは旧千畑と旧仙南分でございます。 １，３１２万

３，６００円でございます。それから、仙北東部電算管理費負担金 １５６万 ４，５１６円、これに関しまし

ても旧千畑、仙南分からの負担金でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費負担金でありますが、２節は老人ホーム入所者２名分

の負担金です。

３節は次世代育成計画事業費の負担金で、旧千畑、仙南からそれぞれ６６万 ３，７００円をいただい

ております。

建設課長（照井一夫君） ３目１節でございます。これは収入がございませんでした。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ２目民生費ですけれども、４節保育園費が落ちておりましたので

追加させていただきます。これは保育園の保育料でございます。それから、学校健康会の保護者

の負担金ということでございます。児童数は９６人でございます。若干納付がおくれている方もご

ざいます。

学務課長（飛澤明則君） ４目教育費負担金１節小学校費負担金１４万 ７００円、保護者負担分でご

ざいます。

同じく２節中学校費負担金７万 ５，６００円も保護者の負担金でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ３節幼稚園負担金、これは学校健康会保護者負担金でございます。

総務課長（二藤誠祥君） １２款使用料及び手数料、次のページ、２１ページ、２２ページでございま

す。総務使用料、これは役場庁舎にありますＰＨＳ基地局の使用料ほかでございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） 改めて２目民生費使用料で１節は老人福祉センターといきい

き館使用料、２節はもとだて会館の使用料でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３目衛生使用料でございます。１節環境衛生使用料になってござ

います。これにつきましては葬場使用料で歳出の葬場使用料負担金に充当する利用者による使用

料でございます。

農政課長（深澤 廣君） ４目１節、これは交流促進センターの使用料でございます。

建設課長（照井一夫君） 同じく２節でございます。これはグラウンドゴルフ場の使用料でござ

います。 ８，２５３人でございました。

商工観光課長（小林宏和君） ５目１節ですが、ふれあい広場駐車場使用料となってございます。
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建設課長（照井一夫君） ６目１節でございます。これは東北電力、ＮＴＴ、有線等の占用料で

ございます。

２節は中央公園１件分の使用料でございます。

３節は １２３戸の住宅の使用料と駐車場の使用料が入ったものでございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ７目１節でございますが、幼稚園の授業料でございます。それか

ら預かり保育の料金でございますが、預かり保育は１５人、幼稚園の園児数は １０３人でございます。

社会教育課長（小松 清君） ２節公民館使用料、３節は学友館の使用料と入館料、４節は体育

館、総合体育館アスパル、野球場、プールの使用料でございます。

税務課長（深澤章一君） ２３ページ、２４ページでございます。２項手数料１目総務手数料のうち

１節督促手数料でございますけれども ８４８件分でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） 同じく２節戸籍住民登録手数料でございます。こちらにつきまし

ては戸籍住民登録手数料になってございます。件数で ３，８３８件になってございます。

３節諸証明手数料でございます。こちらにつきましては印鑑証明の手数料等になってございま

す。

２目１節衛生手数料でございます。こちらにつきましては狂犬病予防等の事務に関する収入に

なってございます。犬の登録等の事務でございます。これは注射及び登録の頭数に応じた収入に

なってございます。それから一般廃棄物の処理業許可申請の手数料になってございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） １３款１項１目民生費国庫負担金で１節は決算後に収入になると思

います。

２節は養護老人ホーム措置費に対して国から２分の１相当分の負担金で、予算額のおよそ４９．１

％の歳入でございます。

３節は児童手当に対して国からの負担金で予算額のおよそ６３％が入っております。対象児童は

４４７人でございます。

２目衛生費国庫負担金は、それぞれ１節、２節、３節ともまだ入っておりません。

２項１目民生費国庫補助金の１節は、これも歳入は決算後になります。

企画課長 （山内英世君） ２目商工費国庫補助金でございますが、 ５，２１０万円ですが、これは次

のページ、２５、２６ページですが、中心市街化活性化事業費補助金でございましてまだ請求してお

りませんし、まだ入っておりません。

建設課長（照井一夫君） ３目の１、２、３節につきましてはまだ入ってございません。決算後

になると思います。
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学務課長（飛澤明則君） ４目教育費国庫補助金１節、２節とも年度末の収入でございます。こ

れは就学援助分でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３項１目１節戸籍住民基本台帳費の委託金でございます。これに

つきましては外国人登録事務に関する委託金、それから自衛官募集に伴う事務に対する委託金で

ございます。

２目民生費委託金でございます。１節については収入はございません。

２節国民年金費委託金でございます。これにつきましては国民年金事務等に関する委託金の交

付額になってございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） １４款１項１目民生費県負担金でございます。１節、２節とも決算

後の歳入でございます。

次のページの２８ページ、３節は県から３分の１相当分の負担金で、予算額のおよそ５７％の歳入

でございます。

４節は児童手当の県の負担金で予算額のおよそ５１％の歳入でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） １４款１項２目災害救助費県負担金でございます。これにつきまし

ては存置となってございます。収入はございません。

３目衛生費県負担金でございます。１節保健衛生総務費負担金、２節、３節につきましても収

入はゼロでございます。

企画課長 （山内英世君） ２項県補助金１目総務費県補助金でございますが、これの１節総務費

補助金 ４，０００万円でございますが、これは総合電算システム開発の交付金でございます。まだ入

っておりません。

２節企画費補助金８６万 ８，０００円でございますが、これにつきましては土地取引事務費、それと

生活交通サポート事業ということでございますけれども、これもまだ入っておりませんので新町

に引き継がれます。

福祉保健課長（樋場雄一君） 続きまして、２目民生費県補助金で１節は在宅福祉活動促進事業

に対して県から２分の１相当分の補助金です。２節、３節、４節は決算後の歳入と思います。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ５節でございますが、すこやか子育て支援事業の補助金でござい

ます。ゼロ歳児６人、第３子以降が３０人でございます。

６節の放課後児童対策費補助金については未収入となってございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ３目衛生費県補助金です。１節、２節、３節、４節とも決算後の

収入になると思います。
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商工観光課長（小林宏和君） ４目労働費県補助金でございますが、１節、２節とも美郷町での

収入見込みとなってございます。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） 同じく５目１節でございますが、これは委員の報酬と職員

給与に対する補助金と小作料改定に対する補助金であります。

農政課長（深澤 廣君） 夢プラン応援事業費ですが、これは複合経営の強化支援対策として具

体的にはパイプハウス等転作作物の生産に要する物品の購入に対する補助事業です。

それから、ファーマーズマーケット事業費ですが、これは農家の皆さんが自分でつくった農作

物を自分で販売するときにいろいろ経費がかかりますね。それに要する物品購入等の補助事業で

す。

３節ですが、この ２０７万 ６，０００円のお金は町を経由して転作推進協議会の通帳に入ります。そ

こでどのような使われ方になるかということですが、売れる米づくり、転作産地づくりといった

ソフト事業に対する支援費です。

建設課長（照井一夫君） ７目１節でございます。これは合併浄化槽の補助金でございますが、

決算後の収入ということでございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ８目の２節でございます。これは幼稚園児のすこやか子育て支援

事業費の補助金でございます。１人分でございます。

町長公室長（小原正彦君） ３項１目１節総務管理費委託金でございます。これは県広報費等の

配布委託料でございます。収入は新町でということでございます。

税務課長（深澤章一君） ２節税務総務費委託金でございますけれども、これにつきましては６

月と９月の２回分の収入でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３３ページをお願いいたします。１目総務委託金の中の３節戸籍住

民基本台帳費委託金でございます。こちらにつきましては統計上の人口流動調査に関する交付金、

それから公的認証関係の事務の委託金になってございます。

総務課長（二藤誠祥君） それでは、４節、５節、６節について説明します。４節は在外選挙特

別経費としまして掲げてございますが、収入はございません。

５節の参議院議員選挙費委託金、これは ６１０万 ２，８３４円の収入がございます。それから、県知

事委託金、これは知事選挙の準備費として決算後、収入見込みの予定でございます。４月１７日で

ございます。

町長公室長（小原正彦君） ７目統計調査費委託金でございます。こちらは六つの統計調査を実

施する予定でございますが、国調から商業統計まで五つの統計について収入済ということでござ
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います。農業センサスについては新町において収入を予定してございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費、委託金でございます。これは母子寡婦福祉資金関係

の事務費として４万 ９，０００円が入っております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３目１節環境衛生費の委託金でございます。こちらにつきまして

は墓地の許認可の移譲事務に関する委託金でございます。

農政課長（深澤 廣君） ４目１節有害鳥獣駆除関係事務費ですが、これは事務費に対する委託

金です。

２節数量調整円滑化推進事業費ですが、これは米の生産調整に対する事務費です。

建設課長（照井一夫君） ５目１節でございます。これは国有地の境界の立ち会いの事務交付金

でございます。

学務課長（飛澤明則君） ６目教育費委託金でございます。１節中学校費委託金でございます。

これは年度末収入ということでございますが、心の教室相談員の活用委託金でございます。

総務課長（二藤誠祥君） １５款財産収入についてご説明申し上げます。１節土地貸付収入、これ

は１８万 １，５８６円、これは電柱等土地の貸付分、それから下水、簡水、現場事務所の貸付分という

ことになってございます。

２節は収入ございません。

基金利子収入でございますが、財政調整基金ほかでございまして１１万 ９，８５６円の利子収入があ

ったということでございます。

２節株券収入でございます。これはＡＢＳの放送分１万 ２，０００円と、それから六郷開発株式会

社から １６５万円、この収入がございます。

２項財産売り払い収入については収入がございません。

寄付金について申し上げます。一般寄付金、ここでは８万円でございます。２件でございます。

一般寄附ということでございます。

教育寄付金については次の３８ページ、これはございませんでした。

１７款繰入金についてご説明申し上げます。他会計繰入金、これは収入がございません。

２節、３節、４節、５節はそれぞれ財政調整基金が１億 ２，４５６万 １，０００円、減債基金繰入金が

９，３９２万円、地域福祉基金繰入金 ７，２４６万 ８，０００円、地域振興基金繰入金、これは補正分でござ

いますが １，３００万円。先ほどの財政調整基金の繰入金の中には財政調整基金繰入金 ４，５００万円、

それと土地開発基金が ５，０００万円、奨学資金が ２，９５６万 １，０００円となってございます。

繰越金については前年度繰越２億 １，９５９万 ６，６３３円が収入済となってございます。
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税務課長（深澤章一君） １９款諸収入でございます。１項１目延滞金１節町税滞納延滞金ですけ

れども６件分でございます。

２目の加算金ですけれども、収入がございませんでした。

総務課長（二藤誠祥君） ２項町預金利子、これにつきましては２万 ２，４９３円の利子があったと

いうことでございます。

商工観光課長（小林宏和君） ３項貸付金元利収入でございますが、次のページの３９ページ、４０

ページをお願いします。これにつきましては地域総合整備資金の融資に係る元利収入でございま

す。 １７６万円でございます。

総務課長（二藤誠祥君） 私からは過年度収入、これについては保育園、幼稚園、過年度収入分

ということで７５万 ８，９１４円入っております。

町長公室長（小原正彦君） ２目１節サテライト負担金でございます。こちらはサテライト六郷

の車券の売り上げの１０％が周辺環境整備費として納入されるものでございます。４月から９月ま

での開催分、１０月までの収入ということでございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２節です。介護予防として自立サービスの利用者 ５５６人分と、生

活支援ハウス利用者２人分の利用料でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ３節でございますが、放課後児童クラブ利用者の利用料金でござ

います。２７人分でございます。それから、一時保育料の利用料金でございます。延べ人数で６９人

分でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ４節は基本健診料、各がん検診料、 ２，９０７人分の個人負担分でご

ざいます。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） ５節でありますが、これは農業者年金加入者の受給制に対

する事務委託金でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ６節でございますが、これは土曜保育の利用料金ということで幼

稚園分の料金でございます。

総務課長（二藤誠祥君） ７節雑入についてご説明申し上げます。新規分、主なものをご説明申

し上げます。次のページの４１ページ、４２ページでございますが、表土売却代金、これは自転車競

技場の表土の売却代金でございます。それから、保育所運営費 （国庫）、それから、保育所運営

費 （県費）とございますが、これについては公立保育所運営費の国県分は交付税算入となりまし

た。ところが、町外の私立に入園している方々がおりますが、その分は補助金の対象となるとい

うことでこれが収入になるということでここに入ってございます。閉庁式御祝金、それから新エ
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ネルギービジョン策定事業費補助金、これは繰り越し分でございます。

４１ページ、４２ページでございます。２０款町債１目農林債、これにつきましては経営体育成事業

分としましてこの後、決算後、収入となる予定でございます。

１節一般単独事業債、これについては街なみ環境整備事業分、これも決算後、入ってくる見込

みでございます。

土木債、これにつきましては１の臨時地方道整備事業債、これは地方特定道路整備事業分

４，２３０万円、それから一般分が ７，１５０万円がございます。

地域再生事業債、これにつきましては当初、収入を見込んでおりましたけれどもこれが対象外

ということで入らないということになります。

消防債、これにつきましては防火対策事業 ５５０万円、それと消防積載車 ５３０万円、この分が後

で入ってくる予定になっております。

それから、教育債につきましては自転車競技場建設事業として振興資金を予定してございます。

減税補てん債、これにつきましては ３，７２０万円の収入でございます。これは借換債の分でござ

います。

次の４３ページ、４４ページでございますが、臨時財政対策債、これは赤字地方債の分でございま

すけれども、これも決算後、３月入る予定でございます。

総務債、これにつきましては一般単独事業ということで六郷庁舎の修繕費分 ３，２４０万円、それ

から設計委託費 １６０万円、電源増設工事 ４６０万円、これの９０％が後で入る予定になっております。

以上であります。

議長（後松一成君） ただいま六郷町の平成１６年度の歳入について説明がありました。これまで

の分の質疑を行いたいと思います。質疑ありませんか。

１０番、吉野 久君。

１０番（吉野 久君） 本来ならば新年度予算の歳入で聞くべきところですけれども関連があり

ますので質問いたします。

新しい町として旧町村の決算審査をしているわけですけれども、私、初めてのことでもありこ

れからもないことですが確認したいと思いましての質問でございます。ご存じのように、決算認

定の場合は監査委員の意見書を付して議会に上程するわけです。その監査委員の意見書、一番最

後の方にあります。その２ページを見ますと、六郷町の場合、平成１６年度の決算状況は黒字決算

であると。普通は新年度に繰越金として入れるべきところを雑入に計上すると、こういうふうに

記載しております。新年度の予算書を見ますと、雑入に存置、１円でも入っておりませんし、全
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然入っておりません。繰越金に３億 ５，０００万円が新年度予算に入っております。どちらかの記載

が間違いではないかと思いまして質問するわけですけれども、間違いだとすれば間違った内容の

ことを審査しているわけですが、新年度予算の方が間違いだとすれば、まだ８日まで訂正の余地

がありますし、そこら辺、いかがなっておりますか。

議長（後松一成君） 総務課長。

総務課長（二藤誠祥君） この決算の雑入については既にこの前の本予算のときに雑入として繰

り入れている分ですけれども。

議長（後松一成君） １０番。

１０番（吉野 久君） 私の勘違いなのか、理解できないのか、監査委員の記載に新町一般会計

の当初予算において雑入に計上されると、そういうふうに書いてございます。

総務課長（二藤誠祥君） 新町１６年度の当初予算にこの前、入っておりましたけれども、雑入で

入っておりましたけれども。（「ごめんなさい、わかりました。もう１点」の声あり）

議長（後松一成君） １０番。

１０番（吉野 久君） この決算書の出納閉鎖はいつ行われますか。

議長（後松一成君） 総務課長。

総務課長（二藤誠祥君） １０月３１日です。

議長（後松一成君） １０番。

１０番（吉野 久君） １０月３１日時点で出納閉鎖をし、すぐ新年度予算に雑入として入れたとい

うことですけれども、その時点で歳入歳出等の差額そのものがすべて可能性として出せるかとい

うことなんですけれども、普通、繰越金というのは出納閉鎖を、年度は３月３１日までですけれど

も出納閉鎖を５月末、６月とか、決算審査は９月という形で行われます。この新しい町の合併町

村の場合、それが可能だったということなんでしょうけれども、その時点で出せたということで

しょうか。

総務課長（二藤誠祥君） そのとおりでございます。

議長（後松一成君） ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより歳出の方の説明を行いたいと思います。順次お願いいたします。

総務課長（二藤誠祥君） 歳出の議会費から説明させていただきます。４５ページ、４６ページでご

ざいます。議会事務局職員及び議員の費用をここに網羅してございます。主なものは人件費でご
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ざいます。 ４，２６４万 ３，０２５円の不用額が出ておりますが、決算後の支出ということになります。

次に、２款総務費でございます。ここでは三役、職員の人件費、それから役場庁舎の管理費等

の経費がここに網羅されておるところでございます。ここでは人件費ほか１億 ４，２２５万 ７，５７５円

の不用額が出ておりますが、これについては決算後の支出ということになるということでござい

ます。

４９ページ、５０ページの委託料の実施設計、工事請負費については総合サービス課の方からご説

明申し上げます。

総合サービス課長（坂本 昇君） 庁舎の改修関係についてご説明申し上げます。１３節委託料で

ございますけれども、実施設計の １４７万円については設計及び管理分でございます。

１５節工事請負費でございます。工事の内容は議場の解体、それから町長室、応接室及び１階事

務室の改修工事、それから外壁の塗装工事等でございます。不用額につきましては新町予算で支

払いが完了してございます。

町長公室長（小原正彦君） ２目文書広報費についてご説明申し上げます。毎月発行の広報と月

１回発行のお知らせ版の４月から９月までの経費について支払いをしてございます。なお、広報

の縮刷版につきましては新町において支払いの予定でございます。

出納室長（大澤 薫君） 次に、会計管理費でございますが、主なものは需用費の不用額につい

ては印刷製本費が主なもので、新町の方で支出するものです。

委託料ですが、財務システムの電算保守。

１４、借上料です。これも財務システムの借上料ですが、新町で支出されるものです。

総務課長（二藤誠祥君） ４目財産管理費についてご説明申し上げます。町有土地建物管理費及

び町有林保育、部分林事業の経費でございます。これにつきましては不用額の主なものとしては

賃金でございますが５５万 ５，０８８円の不用額については決算後の支払いとなります。

５３ページ、５４ページでございます。工事請負費でございます。これにつきましては普通財産解

体撤去工事ということで２件の寄附がありましてその財産の解体撤去工事をした分でございます。

補償補填及び賠償金については、台風による被害についてこの後、お支払いする分でございま

す。

企画課長 （山内英世君） ５目企画費でございますが、これの主なものを申し上げますと、職員

の給料、それから地域新エネルギービジョンの策定委員の報償、それから在京六郷会の交流促進

費などでございまして、１３節委託料でございますが乗合タクシーの委託料が７月に行っておるも

のでございまして６２万 ３，８００円、それから、新エネルギービジョン策定委託料が ５７７万 ５，０００円
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というものが主なものでございます。

総務課長（二藤誠祥君） 先ほど大変失礼しました。１５節、２２節については既に支払ったもので

ございますので、大変申しわけございませんでした。

町長公室長（小原正彦君） 続いて、町長公室関係の企画費についてご説明を申し上げます。

５４ページの１９節でございますが、こちらは合併協に対する負担金でございます。

県職員の派遣費 ２６０万円については新町においての支払いとなります。

次のページ５５ページ、５６ページをごらんになっていただきたいと思います。

コミュニティー助成事業補助金としまして ３７２万 １，６００円の支出がございます。これは５件の

各町内の会館等の修理、それから舟ッコ流しの舟作成についての助成でございます。以上でござ

います。

６目の場外車券場対策費でございます。こちらは９月１４日に実施しました場外車券場環境安全

対策協議会の委員報酬とそれに伴う経費、それから７月２９日のサテライト六郷運営協議会への出

席の旅費等々でございます。

６目の報酬でございますが１件訂正がございますのでお願いしたいと思います。場外車券場環

境安全対策協議会委員、「１４人」となってございますが「１０人」に訂正をお願いしたいと思いま

す。

７目諸費でございます。１節報酬のうち男女共同参画の計画策定委員の報酬、こちらは９月３０

日に開催してございます。５万 ３，０００円の支払いでございます。公室は以上でございます。

総務課長（二藤誠祥君） 次に、７目諸費の情報公開審査委員経費、個人情報保護審議会委員経

費、それから行政協力員等の経費についてご説明申し上げます。ここの主なものは８節報償費一

般報償がございます。 ２２２万 ８，０００円、これは行政協力員に対する報償でございまして、この後、

支払われる予定でございます。

企画課長 （山内英世君） ８目電算システム構築管理費でございますが、これにつきましては

８３５万 １９０円の支出済でございまして、また不用額の ９８２万 ８１０円につきましては新町に引き継

がれるものでございます。これの主なものにつきましては庁内のシステムの保守管理あるいは使

用料としましてシステムの借用料が主なものでございます。

町長公室長（小原正彦君） 次は９目ＩＳＯ１４００１推進費でございます。こちらにつきましては

１５年度よりの繰り越し事業でございまして ２５５万 ７，０００円繰り越ししてございます。

８節報償費、こちらは講師謝金、９節旅費、こちらはまだ使ってございません。

１１節需用費につきましてはごみ箱、それから環境手帳等々の印刷をしてございます。
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１３節委託料につきましてはＩＳＯ取得審査のＪＱＡの審査委託料でございます。 ２０５万 １，７００

円の支出でございます。なお、ＩＳＯ １４００１につきましては７月３０日付で六郷庁舎等々が認証を

取得してございます。

企画課長 （山内英世君） １０目仙北東部電算開発費でございますが、これにつきましては ２，２０３

万 １，８７４円の支出済でございます。１億 ６，８１８万 ２，８３６円につきましては新町の方に引き継がれ

まして今後、順次支払われます。その中身につきまして説明申し上げます。

需用費の光熱水費でございますけれども、これは電算室の電気料でございます。

委託料につきましては統合電算システム開発、ＬＧＷＡＮ保守点検料等々でございます。

使用料及び賃借料でございますが、これにつきましては専用回線の使用料、それと電柱の使用

料でございます。

工事費につきましては、光ケーブルの移設工事費でございます。

町長公室長（小原正彦君） １１節合併準備費でございます。こちらは３町村の合併の際の準備物

品の調達、それから引っ越しの作業等々について計上してございます。

１１節需用費の３万 ２，０００円以外はすべて新町での支払いということでございます。

税務課長（深澤章一君） ２項徴税費でございますけれども、予算執行率が約５２％で、不用額の

ほとんどは新町に移行されるもので、人件費のほか１８年度評価がえに向けての固定資産の宅地標

準地評価業務等の委託料となっているものでございます。

住民生活課参事（右谷康一君） ２款３項１目戸籍住民基本台帳費でございます。これは職員１

名の給与、職員手当、共済等、合併前まで支払った額となってございます。

１３節、１４節につきましては合併まで１０月分までのシステム保守料、もしくはシステムの借上料

となってございます。

総務課長（二藤誠祥君） 続いて、４項選挙費についてご説明申し上げます。１目選挙管理委員

会費ですが、これにつきましては選挙管理委員会委員の経費４人分でございます。３９万 ３，２２４円

の不用額が出ておりますが、これは決算後、新町で支出されるものでございます。

２目選挙啓発費につきましてはこれは明るく正しい選挙推進協議会の経費１２人分でございます。

これも２２万 ５，９００円については決算後、支払われる分でございます。

３目参議院議員選挙費、これは１６年７月１１日に執行されました選挙の費用でございまして、こ

れにつきましては不用額ゼロということでございます。

４目県知事選挙費でございますが、１７年４月１７日に執行されます選挙の準備経費でございます。

これにつきましては １１８万 ３，０００円、これが不用額になってございますが、決算後、支出の予定
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でございます。

５目町長選挙費、これは１６年７月１１日、任期満了で６月２７日に執行されました町長選挙でござ

いますが、無競争当選ということで ４３９万 ８４１円が不用額となってございます。

町長公室長（小原正彦君） ５項１目統計調査でございます。こちらは商業統計、事業所統計等

々の経費について支出をしてございます。農業センサス、工業統計等々については新町において

支払いをするということでございます。

総務課長（二藤誠祥君） ６項監査委員費でございます。これは監査委員２名分の経費をここに

計上してございます。４６万 ７，５５５円につきましては決算後、新町で支出するということになりま

す。

福祉保健課参事（辻 一志君） ３款１項１目社会福祉総務費の説明をいたします。この目では

福祉関係職員の人件費と福祉関係団体に対する補助が主な支出でございます。

２目障害福祉費でございますけれども、こちらの支出の主なものといたしましては、２０の扶助

費にございます支援費関係の支払いが主なものでございます。支援費だけで支出済額の約９割相

当分を支出してございます。そのほかに町単独事業といたしまして介護者に対する介護手当、ま

た透析の通院支援などを実施してございます。

６９ページ、３目、こちらでは敬老会の実施、並びに介護予防関係の事業委託、また広域の介護

保険負担金等の支払いが主な支出となっております。そのほかに老人福祉センターいきいき館の

施設管理運営費などを支出してございます。

住民生活課参事（右谷康一君） ４目交通安全対策費でございます。ここでは交通指導隊１２名の

活動をサポートする予算と交通安全施設整備等々にかかわる予算を計上してございます。

１５節工事請負費ではカーブミラーを２カ所新設してございます。

７３ページ、７４ページをごらんになっていただきたいと思います。

５目町民生活費、ここでは防犯指導隊５名の報酬を初めとする活動をサポートと職員３名の給

与、職員手当等々を計上してございます。

６目結婚相談所費でございます。これにつきましては１０名の結婚相談員の報酬を含めた活動費

を計上してございます。以上でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ２項１目でございますが、幼児教育課関係についてご説明いたし

ます。ここにはみんなではぐくむあったか子育て支援事業にかかわる経費が多く含まれてござい

ます。在宅で育児をされる親子、祖父母を対象に遊びの指導、育児の指導、子育て相談の業務を

行う経費でございます。週３回、庁内３カ所で開催してございます。登録者数は６０組でございま
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す。

福祉保健課参事（辻 一志君） 同じ１目の中にございます福祉保健関係の事業でございますけ

れども、１６年度中に策定を義務づけられております次世代育成支援計画策定の関係の委託費を予

算で盛っておりますけれども、不用額として新町に引き継いでございます。なお、３月中に計画

を策定できる見込みでございます。

２目児童措置費でございますけれども、こちらは児童手当の支払いに充てられる経費でござい

ます。

３目母子福祉費でございますが、母子協力員２名に対して報償費の支払いを行っております。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ４目保育園費でございます。７７ページ、７８ページでございます。

保育園の運営経費が主な内容でございます。保育士等の人件費、施設の維持管理経費、点検業務

委託、保育教材、給食にかかわる経費、これが主な内容でございます。

福祉保健課参事（辻 一志君） ７９ページをお願いいたします。５目もとだて児童館費ですけれ

ども、いわゆる国庫児童館の事業でございます。児童の健全育成を目的に長期休業中あるいは学

校の休みに事業を計画実施してございます。工作やおやつなどのほか夏休み中のサマーキャンプ

などを実施してございます。なお、不用額につきましては新町に引き継いでおります。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ６目放課後児童対策費でございますが、いわゆる学童保育事業で

ございます。その運営経費といたしまして指導員の賃金、施設経費、おやつ代等でございます。

利用者数は２７名でございます。

住民生活課参事（右谷康一君） ８１ページ、８２ページをごらんになっていただきたいと思います。

３款３項１目国民年金総務費でございます。ここは職員２名の給与等々の費用を計上してござ

います。

１２節は社保との連絡用の通信運搬費等もございます。

４項１目災害救助費でございます。１０月まで大変台風等が多かったわけですけれども、ここは

存置になってございます。

福祉保健課参事（辻 一志君） ８１ページ、４款１項１目保健衛生総務費でございますけれども、

ここの主な支出は保健衛生関係の職員の人件費と保健センターの管理費でございます。

１９節の方では広域等に対する負担金等を含め各種負担金を予算計上し、支出してございます。

８３ページ、２目の予防費でございますけれども予防接種法に基づいて計画予防、あるいはいろ

いろな乳幼児に対する予防接種などを実施してございます。

８５ページ、健康づくり推進費でございますけれども、これにつきましては乳幼児健診のほか母
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子訪問事業、あるいは妊産婦に対する母子健診等の事業を実施してございます。不用額につきま

しては新町に引き継いで新町の方でも実施してございます。

住民生活課参事（右谷康一君） ４目国民健康保険事業費でございます。８７、８８ページをごらん

になっていただきたいと思います。ここでは老保、国保にかかわっております３名の職員の給与

等々を計上してございます。

２８節、国保特会に繰り出す繰出金としてここに保険基盤安定分として ３，０００万円繰り出しして

ございます。不用額につきましてはいずれ新町で繰り出されるものと思っております。

福祉保健課参事（辻 一志君） それでは、５目老人保健事業費でございますけれども、老人保

健法に基づきまして各種の健康教育、健康相談、健康診査、機能訓練、訪問指導などを実施して

おります。まだ年度途中ということでございまして基本健診、大腸がん、肝炎、前立腺がん検診

の支出はございませんのでこれは新町の方で支出しております。

住民生活課参事（右谷康一君） ６目医療給付費、８９、９０ページになります。ここでは福祉医療

費支給にかかわる予算を計上してございます。福祉医療費 ９６６名の対象者がございます。

２０節、ここで ２，１３４万 １，０３１円の医療費、本来自己負担となるべきところを扶助費として支出

してございます。以上です。

福祉保健課参事（辻 一志君） ８９ページ、７目在宅介護支援センター費でございます。在宅介

護支援センターは地域型、機関型と２種類ございまして、地域型につきましては六郷・仙南福祉

会に委託して実施してございますけれども、町の方の直営で機関型の在宅介護支援センターを運

営してございましてその経費がここに予算計上されてございます。機関型の在宅介護支援センタ

ーといたしましては、地域型の支援センター指導のほか介護予防、地域支え事業関係の総合調整、

あるいは地域ケア会議などを実施しております。予算につきましては新町の方に引き継ぎまして

事業を継続しております。以上です。

住民生活課参事（右谷康一君） ８目環境衛生費でございます。９１ページ、９２ページになります。

ここでは狂犬病予防注射関連と葬場絡みの事業を行っている部分でございます。狂犬病予防は

２６２頭の注射がなされてございます。

７の賃金のところで４日間、実施されてございます。

１９節、ここでは葬場使用料負担金６６万 １，７００円、これは５０件分の葬場使用料となってございま

す。

２項１目清掃費でございます。ここでは清掃作業等々にかかわる費用等々を支出してございま

す。
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１２節では春の粗大ごみ処理、不法投棄等々がなされて７万 ４，０１０円の支出がございました。

１３節では一般の可燃、不燃のごみ収集委託料を含んでおるわけですけれども、１０月までの分と

して ９３６万 ５，９７８円が支出されてございます。

商工観光課長（小林宏和君） ９３、９４ページをおお願いします。

５款１項１目労働諸費でございますが、出稼ぎ者の就労中の病気予防のため健康診断を実施し

てございます。今現在では２９名の方が就労されてございます。不用額につきましては引き続き委

託料を支出していくものでございます。

２目雇用対策費でございますが、緊急雇用創出特別基金事業、１０月３１日までには３事業につい

て支出してございます。現在、１１名の雇用が確保されてございます。不用額につきましては新町

で支出するものでございます。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） ６款１項１目であります。９３ページから９６ページにかけて

であります。これは農業委員会事務局の運営に充てたものですが、主なものとしては委員の報酬

と職員の人件費が主なものであります。なお、不用額につきましては新町に移行されるものであ

ります。

農政課長（深澤 廣君） ９５ページをお願いします。２目の農業総務費、ここでは職員の人件費、

それから東根地区に交流センターがございますが、そこの維持管理費の経費が主なものでござい

ます。

９７ページをお願いします。３目農業振興費ですが、これはその名のとおり、農業の振興に要す

る経費ということになりますが、具体的には農家に対する複合作物の生産に要する物品、パイプ

ハウスとかそういうことになりますが、物品の導入補助が大きな支出でございます。

４目畜産業費、ここは堆肥センターの維持管理費が主な支出です。

９９ページをお願いします。５目土地改良費、ここで大きいものは土地改良諸団体の補助金、そ

れから関係諸団体の負担金が大きなウエートを占めております。

６目水田農業推進対策事業費ですが、これは米の生産調整に要する経費です。

次のページをお願いします。 １０１ページ、７目計画出荷米推進対策費ですが、これは米の生産

調整の一部としての加工用米の取り扱いに要する経費です。

８目農業経営基盤強化対策事業費ですが、法人化推進対策、それから認定農業者対策といった

経営基盤強化に要する経費が主なものです。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） 同じく９目です。これは担い手農家などへの農地の集積促

進に要した経費でございます。
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建設課長（照井一夫君） １０３ページでございます。１０目でございます。主なものとしまして１３

節のあらしな公園の管理業務委託料と、１５節の公園遊具の解体工事費でございます。

農政課長（深澤 廣君） １１目生産総合対策事業費ですが、これは補助対象で設置しました湧子

ちゃんの施設の維持管理費が主なものでございます。

１０５ページをお願いします。１２目中山間地域等直接支払い事業費、これは中山間地域の農地保

全を目的としたものです。一番のねらいは耕作放棄地対策ということになります。場所は沢目集

落、対象面積は約１２．７ヘクタールほどになります。

２項１目林業総務費、これは森林の整備ということが目的でございます。具体的には仙北東森

林組合、それから県林業公社に委託して森林の現況調査、例えば下刈りを早急にしなければなら

ないとか、間伐を早急にしなければならないとかという調査を委託することになります。その調

査結果を山林の所有者に指導するという形になります。

３項１目水産業振興費、これは内水面漁協に対する稚魚放流の助成ということです。

４項農村整備費１目基盤整備促進事業費ですが、これは古館南地区の基盤整備に要する経費で

す。内容的には農道改良、それから用排水路の改良ということになります。

商工観光課長（小林宏和君） １０７、１０８ページをお願いします。７款１項１目商工総務費でご

ざいますが、これは職員の人件費が主たるものでございます。

２目商工振興費でございますが、これは美郷町商工会補助金のほか商工振興団体の補助金、負

担金が主たるもの。

次のページ、 １０９、 １１０ページをお願いします。ここに貸付金といたしまして近隣３銀行へ中

小企業振興資金を預託したものでございます。

３目観光費でございますが、需用費 ２０５万円におきましては観光ポスター、観光パンフを作成

してございます。

１５節工事請負費でございますが、観光情報センターの下水道接続工事を実施してございます。

１９節負担金補助及び交付金につきましては各商工観光協会補助金並びに観光推進団体へ補助金

を支出してございます。不用額につきましては新町において支出するものでございます。

４目温泉施設管理費でございますが、あったか山付近のコテージ、保養館、揚湯ポンプ小屋等

の火災保険料を支出してございます。

５目ふれあいの里管理費でございますが、主たるものはトイレの清掃管理を住民団体に委託し

てございます。７２万円でございます。

企画課長 （山内英世君） １１１ページ、 １１２ページをお開き願いたいと思います。６目中心市街
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地活性化事業費でございますが、これにつきましては職員の給料１名分、主な事業としましては

六郷の寺町通りの整備に要する経費でございます。

負担金補助及び交付金 ７６０万 ６，０００円でございますけれども、街なみ景観推進事業費補助とい

うことで、これは２件分でございます。それと第２拠点公的施設管理運営費補助 ３００万円でござ

います。不用額 ７６０万 ６，０００円につきましては新町に引き継がれまして順次歳出される予定でご

ざいます。

建設課長（照井一夫君） 次に、８款１項１目でございます。主なものとしまして職員の人件費。

それから １１３ページをお開き願います。

２８節でございます。簡易水道、また下水道、これらの特別会計への繰出金が主なものでござい

ます。

２目でございます。これは現地の踏査に要します支出でございます。

３目でございます。１４節涵養池の泥上げ等の機械の借り上げでございます。

４目でございます。１９節の浄化槽８基分が主なものでございます。

８款２項１目でございます。これは各種協議会の負担金が主なるものでございます。

１１５、 １１６ページをお願いします。８款２項２目１１節の各施設の電気料と１５節の砕石舗装改良

工事が主なものでございます。

３目でございますが、主なものとしまして １１７、 １１８ページでございます。１３節の町道交差点

の改良の設計及び１５節の西琴線の２路線の工事費が主なものでございます。

３項１目でございます。１９節でございます。これも各種協会の負担金が主なものでございます。

１１９ページでございます。４項１９節でございます。これも各種協会の負担金が主なものでござ

います。

２目でございます。１３節公園管理の委託料が主なるものでございます。

５項１目でございます。１２節は各住宅の水質検査の手数料が主なものでございます。

１２１ページをお願いします。１５節熊野住宅外２１戸の風呂釜の改修工事が主なものでございます。

以上でございます。

住民生活課参事（右谷康一君） ９款１項１目常備消防費でございます。ここは広域消防への負

担金と県の消防防災航空隊への運営の負担金を支出してございます。不用額１２万 １，８６２円は消防

防災航空隊への下半期分が不用額として残ってございます。これは新町において支出されるもの

でございます。

次に、２目非常備消防費でございます。ここでは １５２名の消防団員の皆さんの報酬と活動をサ

－６０－



ポートする費用を計上してございます。中でも９節旅費の中で出場手当 ３８４万 ９，９００円を支出し

ております。これは山岳遭難等々への出場として１７人分、それから従前の出場手当、春の火災運

動ですとか、それから消防大会等々につきまして １，４０７人分の出場手当を支出してございます。

次のページをごらんになっていただきたいと思います。３目消防施設費でございます。これは

消防施設の維持管理に要する経費を計上してございます。

１５節工事請負費では鐘楼の解体工事、これは下鎗田を解体してございます。

４目水防費、これは水防演習の参加費もしくは通常の訓練等に要する経費でございます。こと

しは雄物川水防演習がございましてそれも含めまして９節、出場手当のところで １６３人分の出場

手当を支出してございます。

学務課長（飛澤明則君） １０款教育費１項教育総務費でございます。 １２５ページと １２６ページを

ごらんになっていただきたいと思います。

１目教育委員会費、これは教育委員４名の報酬、会議、さらには研修会等の費用でございます。

２目事務局費、ここでは教育長と職員の人件費関係が主なものでございますし、そのほかとし

て一般事務関係の費用でございます。

３目教育助成費でございます。ここでは就学時の健康診断、あるいは３２名の方々に就学資金の

貸付をするために特別会計へ繰り出ししてございます。その費用でございます。

２項小学校費１目学校管理費でございます。ここでは学校施設の維持管理というようなことで

ございまして、次のページの１５節工事費のところでは六小の非常階段の改修工事も行ってござい

ます。

１２９ページですが、２目教育振興費でございます。ここでは教材の充実というようなことで図

書の購入、あるいは楽器の購入、さらには児童４１名の方々に就学援助を実施いたしております。

１３１ページをごらんになっていただきたいと思います。３項中学校費１目学校管理費でござい

ます。これも学校の施設の維持管理が主なものでございまして、修繕等では玄関のドア、それか

らキュービクルの塗装等を行ってございます。

次に、 １３３ページをごらんになっていただきたいと思います。

２目教育振興費でございます。ここでも教材の充実を図るということで生徒用の図書あるいは

楽器の購入、さらには就学援助ということで２０名の方々に援助を実施してございます。

１３５ページでございますが、３目外国青年招致事業費でございます。ここでは語学を指導する

助手１名分として人件費が主なものでございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ４項１目幼稚園費でございます。 １３５ページから １３８ページにな
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ります。幼稚園の運営経費が主なものでございます。人件費、施設経費、教材費、給食費、通園

バス等にかかわる経費でございます。

社会教育課長（小松 清君） ５項１目社会教育総務費であります。職員の人件費のほかふるさ

との秋まつり、町史編纂に係る経費及び町史の印刷代等の経費であります。

１４０ページ、８節執筆謝礼５０万円については、全戸配布した「鐘はかたり清水はささやく」の

編纂に携わった６人分の執筆謝礼であります。

また１１節の印刷製本費は町史の印刷代であります。

２目公民館費であります。公民館の維持管理費のほか成人式、生涯学習講座、七夕祭り等の経

費が主なものであります。

３目学友館費であります。学友館の維持管理費のほか２回の特別展の経費、一つは県展の大曲

仙北展、もう一回については六郷町出身の森田夫妻の和紙ちぎり絵二人展の特別展の開催の経費、

そのほか図書購入費等の経費であります。

１４４ページの工事請負費の不用額については下水道の接続工事分で新町に引き継いでおります。

１４５ページから、６項１目保健体育総務費であります。体育指導員の報酬のほか社会体育事業

に要する経費でありますけれども、１８節ユニカール用具とありますけれども、これは５セット分

でありますけれどもカーリングの室内版のセットであります。

２目保健体育施設費であります。総合体育館のアスパル、野球場、プールの維持管理費等の経

費であります。

１４８ページの１８節の不用額についてはスポーツ振興バスの購入費で新町に引き継いで既に購入

しております。

１９節の財団法人六郷スポーツ振興事業団の補助金には施設の維持管理費、運営管理費のほか自

転車競技場建設に係る補助金１億 ２，１６７万 １，０００円が含まれております。

国体準備室長 （渋谷喜一君） 国体準備室の方から保健体育総務費の中に国体準備予算が組み込

まれてございますのでその説明をいたします。臨時筆耕料ということで賃金の支出がございます。

それと国体の自転車競技のリハーサル大会の出張、それから東北総体での紫波町への出張、それ

から今年度のさいたま国体の自転車競技の視察に行きました職員の旅費が主なものでございます。

１枚めくっていただきまして １４８ページの保健体育施設費、これは社会教育課長が説明しまし

たが、１９節のスポーツ振興事業団の方に補助金を交付してございます。

学務課長（飛澤明則君） ３目給食センター費でございます。ここでは１日約 ６４０食を供給する

ためにその施設や設備等の保守点検、あるいは維持管理に要した費用でございます。また、給食
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センターの従業員９名に対しその人件費用分を負担金補助及び交付金という形で給食協会に交付

しております。以上でございます。

建設課長（照井一夫君） 次に、１１款１項１目でございます。これは災害査定に要しました費用

が主なものでございます。

農政課長（深澤 廣君） １５１ページをお願いします。２項１目農地災害復旧費ですが、これは

まだ支出はしておりませんが、去年の７月２０日の豪雨で農地の復旧工事に要する経費です。７カ

所分です。新町での決算となります。

総務課長（二藤誠祥君） １２款公債費でございます。これは町で地方債として借りた分の元金、

利子分でございまして２億 ２，１０９万 ５，７９７円、これが元金分の新町分で支払う分でございます。

それから、利子分につきましては ４，１９７万 ３，６７８円が不用額となりまして、これが決算後、新

町で支払う分ということでございます。

公債諸費、これについては６０年度許可で学友館の建設の際に事業費分として借りた分、市町村

共済組合を通じて銀行へ支払う手数料分がここに計上してございます。その分が１万 ７，１４１円、

１万 ６，８５９円は不用額でございます。

１３款諸支出金でございます。これは普通財産取得費ということで書いてございますが、公有財

産購入費として土地開発公社から借り入れました、その分の返済分でございます。 １，８２９万

９，６９９円、これにつきましては決算後、新町で支出するということになります。

２項積立金、これにつきましては存置でございます。

１４款予備費につきましては４９万 ７，３３４円の充用がございます。これは前納報奨金、それから参

議院議員選挙のときの備品、消耗品、台風での立木の枝処理料ということをここで４９万 ７，３３４円

の充用をしておるところであります。以上であります。

議長（後松一成君） これまで平成１６年度の六郷町一般会計の歳出の分の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

７番、谷屋誠市君。

７番（谷屋誠市君） ５４ページの乗合タクシー事業ですけれども、事業の試行の結果というのを

お尋ねします。六郷の予算のときの説明では試行の結果、うまくいけば美郷町全体に広げるとい

うお話もありましたけれども、３カ月試験運行してどのような成果であったのか。そして今後は

どのようにする予定なのか、お尋ねします。

議長（後松一成君） 企画課長。

企画課長 （山内英世君） ７月に行った結果でございますが、北回り線が３５人の利用者でござい
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ました。南回り線が３６人という形でございました。１２月にもやっておりますけれども、北回り線

が９３人、南回り線が５３人、それから１月ですが、北回り線が９０人、南回り線が７３人という形で余

り利用者がよくないようですが、やはり車社会ですので車で行くという人が主なものでございま

した。ただ、それを年齢別にしますと、ほとんどの方が高齢者というか、６０歳から７０歳を超えた

方が多かったようです。若い人はほとんどおりませんので、今後、この検討につきましては町長

初めいろいろ検討を重ねていきたいと思います。また、範囲を広げるとか広げないとかという話

もありますが、そういうものをこれから検討してまいりたいと思います。

議長（後松一成君） ７番。

７番（谷屋誠市君） １０４ページの美しい村づくり費の中の一般人夫というのがありますけれど

も、一般人夫の作業内容というのはどのような作業内容だったのでしょうか。

建設課長（照井一夫君） 管理でございますが、当然、建物の中も管理するわけですが、そのほ

かに冬囲い、草刈り、そういうのが主なものでございます。

議長（後松一成君） ３０番、高橋久男君。

３０番（高橋久男君） ５５ページでございます。６目の場外車券場に関連して、まず最初に町長

にお尋ねいたします。最近のお話によりますと、六郷開発株式会社取締役会が開催されたという

ことでございます。町長が会長に就任したということで、それから社長、副社長がそれぞれ任命

されたということでございますけれども、過去の経緯を見ますと、この施設はご存じのように、

旧六郷町が５５％の出資して筆頭株主なんですよ。そういう意味合いをもちまして旧六郷町の町長

が代表取締役ということに就任していることだと思います。今回、町長が新たに会長に就任した

という真意はどこら辺にあるのか。代表権がある会長なのか、その辺も含めてお尋ね申し上げた

いと思います。

議長（後松一成君） 松田町長。

町長（松田知己君） 美郷町として出資している第三セクターは六郷開発以外にもまだあるわけ

ですけれども、サテライト六郷がこれまで会社経営として順調な歩みをしてきている。そして、

確かに町が筆頭株主であるわけですが、社業としてその内容がまさに民間センスが必要であると

いうことで代表取締役社長については民間の出身の方がいいだろうというふうな話が私の判断で

した。ただ、町が筆頭株主でもあるということを踏まえ、またこれまでの町長が代表取締役社長

をしていたという経緯を踏まえ、緩やかな移行ということで私が会長職にとどまったと。なお、

代表権は持っております。

議長（後松一成君） ３０番。

－６４－



３０番（高橋久男君） 関連いたしまして町長公室長、いわゆる場外車券場関係の所管課長にお

尋ねいたします。

ご存じのように、この会社が設置という段階において非常に反対と賛成があったわけでござい

ます。当然、反対意見の中には環境問題、青少年に与える影響等々があったわけでございます。

したがいまして、この決算の中にあるように、場外車券場安全対策協会等々とあるわけでござい

ます。先般、実は議会から選出されております佐々木順吉君が取締役の辞任届を出されておりま

す。まず、このことは私ども議員の立場から申しますと、会社から要請するというよりも限りな

く町の声、住民の声、私の声をその中身を知りたいという趣旨で議会の代表を取締役に選出して

いるはずでございます。現在、欠員になっておるわけでございますけれども、本来ならば議長に

お尋ねしたいわけでございますけれどもそれはご遠慮申し上げまして、あなたの立場で現在、取

締役が就任しておらないと、町の声が届かない、わからないと。ただいま町長答弁でも、率直に

申し上げてよい会社であればどんどん民間活力を入れながらという趣旨は私は大賛成でございま

す。そういうことも踏まえまして、来年の予算との関係もございますけれども、こういったもろ

もろの安全対策等々をさらに予算化するのか、そこら辺の会社と町との接点と申しますか、そこ

ら辺の状況をわかる範囲内でお知らせください。

議長（後松一成君） 公室長。

町長公室長（小原正彦君） お答え申し上げます。まず第１点、場外車券場の安全対策協議会に

つきましては、１７年度も引き続き同様の形で設置をしていきたいと考えております。この中には

地域住民の方々、防犯、交通安全、それから学校関係、さまざまな方に入っていただきまして住

民がだれでも楽しめるようなサテライトを運営していきたいということで環境対策の協議会を設

置していく予定でございます。

もう１点、議会の方の取締役就任の件ですが、これにつきましては、本来、私が答えるべき立

場にはないというふうに考えてございます。ただ、サテライトの方、いわゆる六郷開発の方から

まだそのような要請は来てございません。前回、佐々木取締役がやめた後に臨時総会において、

取締役は総会もしくは臨時総会で選任することになってございます。それらにかける議案が間に

合わなかったというような話は聞いてはございます。今後、議会の方と六郷開発の方と十分な協

議をしていただいてその中で結論を出していただきたいというふうに考えてございます。

議長（後松一成君） 泉 美和子君。

２４番（泉 美和子君） ７０ページ、民生費ですけれども、敬老会の記念品のことについてです

が、記念品を取りにこれなくて残った商品券を社協に寄附しているということに関してですが、
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これをぜひ地域の民生委員の方々を通して届けることができないか、こういう声が議会報などを

見た住民の皆さんから声が寄せられました。この点に関して私もぜひそういうふうにすべきだと

思うんですか、委員会でもこのような審議なんかもいろいろ以前あったのかと思うんですが、こ

の点に関して新年度でどのようにしていくのかお伺いしたいと思います。

議長（後松一成君） 担当課長でいいですか。福祉保健課長。

福祉保健課長（樋場雄一君） お答えいたします。今現在は六郷町ではそういうことをしている

ようですけれども、新町では寄附ということはあり得ませんので、その点、もう少し検討しなが

ら対処していきたいと思います。１７年度は予算の関係で記念品等は今のところ、考えておりませ

ん。

議長（後松一成君） ２４番。

２４番（泉 美和子君） 記念品がなくなるということですか。

福祉保健課長（樋場雄一君） 長寿祝い金はございますけれども、敬老会の記念品はございませ

ん。

議長（後松一成君） ２４番。

２４番（泉 美和子君） 合併になっていろいろサービスが後退していく、またこれが一つ明ら

かになったということで予算審議の中でも言っていきたいと思いますけれども、もう一つ別の交

通安全対策で質問ですが、六郷小学校前の道路の信号機の設置ですけれども、これももちろん要

望済みでありますけれども、なかなかできないということで地域住民の方々からは事故が起きな

いとつかないんだなと、こういう声が出ています。町でももちろん要望し、教育委員会でも要望

し続けているわけですけれども、ぜひ早急に設置できるよう、相手の警察の方の予算があるわけ

ですけれどもぜひその点に関して今、どのような方向といいますか、予定が早くつきそうなのか

どうか、その点、伺いたいと思います。

住民生活課長（鈴木四郎君） 私、勉強不足でその経緯、わかりかねるところでございますけれ

ども、信号機等につきましては私の記憶では各担当、例えば旧町で独自に設置するものではない

ように確認してございます。これらにつきましては地域の交通安全の六郷地区の支部とか、それ

から警察の方、それから交通指導隊の隊員の方、もちろん警察署の方も同席の上、各地区ごとに

問題箇所のパトロールを実施していると私は確認してございます。旧千畑地区においてもいろい

ろ地域から要望が出てございます。単独でつけられないと、そういうしがらみになってございま

すので公安委員会の方の許可を得まして多分設置されることと思います。これについても費用的

なこともございますので年に何基かということで向こうの方で計画の上、進行しているものと思
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いますけれども、どこら辺まで進行しているかどうか、それらについてはちょっと確認しまして、

ここに参事がおりますけれども参事の方から申し上げます。

住民生活課参事（右谷康一君） 当局の方でも泉議員と同じぐらいの情熱を持ってつけくれとい

うお願いはしておるわけでございます。交通指導隊の方々が集まりますと、定例会でも必ず六郷

地区において出るのは六郷小学校前の十字路と熊野住宅の前の十字路でございます。ここ２回ぐ

らいに分けまして春に警察と一緒に町内を歩く時点では必ず強く要望してございます。いかんせ

ん、言ってはおるんですけれども、県の実績を見ますと県内でも信号が新規につく箇所は数カ所

のようでございます。競争率は大変高いわけですけれども、その都度、機会を持ちまして要望し

て早くつくように努力していきたいと思います。

議長（後松一成君） ４０番、斉藤正衛君。

４０番（斉藤正衛君） １点だけ伺います。 １２２ページです。住宅費、ここに一番上のところで

すけれども４４万 ９，７３０円という不用額が出ております。この不用額というのは新町の方に引き継

がれて手すりの取りつけとか、新町の方でもこのような同じ事業が行われていくという、また工

事が継続していて不用額は新町の方で支払われるというものなのか、それともここに挙げられて

いる工事というものは完全に終わってしまってこれは完全な不用額なのか、その点をまず一つ伺

いたいと思います。

議長（後松一成君） 建設課長。

建設課長（照井一夫君） 新しい町の中で今進めているわけですが、新年度は当然、継続事業と

しまして計画にはのせてございます。不用額そのものについてはまだ使い道はあるわけでござい

ます。不用額は決まりでございます。

議長（後松一成君） ４０番。

４０番（斉藤正衛君） あと終わったということですか、工事としてはもう終わったと。

建設課長（照井一夫君） 工事はまた引き続き継続してやっております。

４０番（斉藤正衛君） この不用額４４万 ９，０００円というのは、ここにあるこの工事が終了したと

いうこと。

建設課長（照井一夫君） これは請け差でございます。

４０番（斉藤正衛君） 私が言いたいのは、実は手すりの取りつけ工事に関してなんですけれど

も、以前、議会の方でも質問させてもらいましたし、委員会の方でも実情を当時の町長初め建設

課の方々に申し上げたんですけれども、できれば手すりの取りつけというのはそんなに費用もか

かるものではありませんけれども、しかし、居住している方々にとってはひとつ間違うと大変な

－６７－



事故につながると。実際に階段から転がり落ちたという例も紹介いたしました。であるならば、

私はこの４４万 ９，０００円というもの、町営住宅に入っている方々の必要性、緊急性、そういうもの

を考えるならば、やはりこれは請け差であるならば、そういうときこそ、これは使い切って、ま

だまだ １２３戸という住宅の中のこれはまだ２１戸にすぎないわけですから、それは住民の安全、入

っている方々の安全を大家さんである町というのは考えなければならないわけですからこれは使

い切ってもいいものではないのかなと私はそのように思うんですけれども、なかなか現在の課長

さんは内情がわからないかもしれませんけれども私はそのように感じたものですから、今、返答

いただいたところはこの事業は続けていくということでしたので、ひとつ新町においてもぜひ居

住しておられる方々の、入居しておられる方々の安全ということでぜひとも早急に対応していた

だきたいと思います。

議長（後松一成君） 答弁、必要ですか。 （「ありましたら」の声あり）

建設課長（照井一夫君） 議員がおっしゃったようにしていきたいと思います。

議長（後松一成君） ほかに。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

次に、平成１６年度六郷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について説明を求めます。

住民生活課。

住民生活課参事（右谷康一君） 平成１６年度六郷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について

説明したいと思います。

この特別会計は国民健康保険のおおよそ ３，２００人の被保険者に対しまして保険の給付等々を行

っている特別会計でございます。 １６３ページ、 １６４ページから大まかに要点だけ説明したいと思

います。

１款国民健康保険税、ここでは１億 ２，９８４万 ５，３７７円の収入がございました。一般分といたし

まして１億 １，１６１万 ６，８３７円でございます。この分で一番大きいのは１款１項１目の医療給付費

分現年課税分でございます。ここで ９，９４７万 ６，９３８円収入してございます。５９％でございます。

１６５ページ、 １６６ページに移りたいと思います。３款１項１目療養給付費負担金、国保特別会

計の中でも一番大きいお金が国から定率で４割いただく補助金でございます。ここでは１億 １３９

万 ５，０００円収入済になってございます。ここの中で一番大きいのは療養給付費分 ６，１４０万 ４，０００

円、これはお医者さんにかかりまして私たちが３割自己負担する部分の定率の補助でございます。

次は４款療養給付費等交付金でございます。ここでは ４，７８８万 ４，０２９円、これは退職者医療に
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対する交付金補助でございます。

５款につきましては １６５ページ、 １６６ページから次のページまで、これは国保特別会計に対す

る県の補助でございます。 １８８万 ６，０２６円、今現在で収入がございました。

８款繰入金でございます。ここでは総額で ４，９５０万円の繰り入れになってございます。内訳的

には一般会計から ３，０００万円繰り入れしてございます。

８款２項１目では財政調整基金といたしまして基金より １，９５０万円繰り入れてございます。

歳出で大きいところはそのようなところでございます。総額で収入済額は３億 ９，７２２万 ４，９４９

円となってございます。

歳出の方に移りたいと思います。 １７３ページ、 １７４ページ。

１款１項１目、これは一般管理費でございます。事務費等々でございます。 １８７万 ４，２１４円支

出してございます。

２款保険給付費、次のページに移っていただきたいと思います。ここでは保険給付費といたし

まして２億 １，１２８万 ４，７３１円支出してございます。この中でも１項１目、ここで一般被保険者療

養給付費といたしまして１億 ４，０４３万 ４，６９５円支出してございます。これは一般被保険者が３割

自己負担した残りの部分、７割分を保険給付したものです。３月から８月までの６カ月の診療分

となってございます。

２項高額療養費でございます。ここでは １，６１９万 ５，３５１円支出してございます。

４項出産育児諸費では１件、３０万円支出してございます。

５項１目葬祭費では ３９０万円、３９件支出してございます。

６款保健事業費でございますけれども、ここでは ２０２万 ３，６８１円支出でございます。中身では

健康まつり等々に要した経費、医療費通知に要した経費をこの款より支出してございます。

大まかなところを説明したわけですけれども、総額では支出済額は３億 ５，２４８万 ６，１８４円とな

ります。歳入歳出差し引き残額では ４，４７３万 ８，７６５円であります。

議長（後松一成君） ただいま説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより平成１６年度六郷町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算についての説明を求めます。

建設課長。

建設課長（照井一夫君） それでは、簡易水道事業特別会計の歳入歳出をご説明申し上げます。
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初めに、歳入の １８７ページをお開き願います。

１款１項１目１節でございます。これは新規加入者１件の分担金であります。

２項１節でございます。これは消火栓６基の負担金が入ったものでございます。

２款１項１目、これは水道の使用料として入ったものでございます。

３款１項１目１節、これは東部簡易水道事業の補助金。確定されておりません。

４款１項１目１節、これは繰入金でございます。

５款１項１目１節、これは １９０ページをお開き願います。これは１５年度からの繰越金でござい

ます。

６款１項１目１節、これは普通預金の利子であります。

２項１目の１、２節はございません。

７款１項１目１節でございます。これは財政融資起債等の収入はございませんでした。

歳出でございます。 １９２ページをお願いします

１款１項１目でございます。主なものとしまして１１節として浄水場の電気料、これらが主なも

のでございます。

２項１目でございます。１節は漏水３カ所の修繕料が主なものでございます。

３項１目でございます。 １９４ページをお願いします。主なものとしまして１３節の東部簡易水道

の浄水場の地質検査の工事費でございます。

１７節の浄水場の用地、 ４８５坪でございますが、これの購入費でございます。

３款１項１目でございます。これはありませんでした。

先に戻りまして １８６ページでございます。今回の決算におきまして歳入歳出の差し引き額は

７９６万 ６，２５５円でございました。以上でございます。

議長（後松一成君） ただいま説明がありました簡易水道について質疑に入ります。質疑ありま

せんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

平成１６年度六郷町下水道事業特別会計歳入歳出決算について説明を求めます。

建設課長。

建設課長（照井一夫君） 下水道事業特別会計の歳入歳出をご説明します。

２００ページをお開き願います。
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１款１項１目１節でございます。 ５００件の負担金でございます。

２節は滞納繰り越しが入ったものでございます。

２款１項１目１節でございます。これは下水道の使用料でございます。

２節はございませんでした。

２項１目１節でございます。これは指定店２件の登録と、２節は ３７０件の督促手数料が入った

ものでございます。

３款１項１目１節でございます。収入ありませんでした。

４款１項１目でございます。 ２０２ページをお開き願います。一番上でございます。これは一般

会計からの繰入金でございます。

５款１項１目１節でございます。これはありませんでした。

６款１項１目、２目、３目、これもございませんでした。

２項１目１節でございます。これは預金利子と３項の１目１節、消費税の還付金が入ったもの

でございます。

７款１項１目１節と２節でございますが、起債が入っておりませんでした。

歳出でございます。 ２０４ページをお願いします。

１款１項１目でありますが、主なものとしまして２節の職員の人件費、それと１３節の下水道事

業の実施設計委託料でございます。

２目の主なものとしまして１１節の電気料でございます。

２０６ページをお願いします。１８節でございます。これは電子メーター器と検針用のポット購入

が主なものでございます。

２款１項１目、２目でございます。２３節でございます。これは下水道事業債の償還金でござい

ます。

一番最初に戻りまして １９８ページでございます。決算におきます歳入歳出の差し引き残額は

１，０７０万 ２，９６５円でございました。以上でございます。

議長（後松一成君） 以上で説明が終わりました。

本日の日程は認定第２号まででございますが、本日の議事進行に対しましては議員各位あるい

は管理職各位から熱心な協力をいただいておりますが、いまだ審議途中でございます。したがっ

て、会議時間を延長したいと思います。午後６時まで延長いたします。

ただいま説明がありました件についての質疑に入ります。村田 薫君。

５番（村田 薫君） 一つだけお願いします。税収の低下にも見られるように経済がかなり低迷
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しておりまして不況が長引く中、受益者の負担分や負担金、または未収入、使用料の滞納などが

出てきておりますけれども、こういう傾向が今後、増加していくものと考えられますので、そう

いった場合の徴収方法、例えば税収方式で差し押さえとか、５年経過した分には不納欠損すると

か、そういう考え方についてお伺いいたします。

議長（後松一成君） 建設課長。

建設課長（照井一夫君） これまで督促ということでそれぞれの滞納者にはいろいろ手紙等でお

願いをしておるわけですが、なかなかそれだけでは納付ができないというような状況でございま

す。したがいまして、当然、差し押さえ、税法にならって差し押さえということも考えられるわ

けでございますが、できるだけ職員の足で納付にこぎつけたいと、こういうふうに考えてござい

ます。

議長（後松一成君） ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

次に、平成１６年度六郷町奨学資金特別会計歳入歳出決算書についての説明を求めます。

学務課長（飛澤明則君） 奨学資金特別会計の歳入歳出決算についてご説明申し上げます。

２１１ページ、 ２１２ページの事項別明細書でご説明させていただきます。

歳入、１款１項１目一般会計繰入金でございます。 ４００万円でございます。これは一般会計か

らの繰り入れでございます。

２款１項１目貸付金元金収入でございます。これは貸付者５２名からの償還でございまして、収

入済額が ４５５万 ５，０００円、収入未済額が １８０万円でございます。

１目預金利子、これについては収入が１８円、預金利子でございます。

収入の合計といたしまして収入済額が ８５５万 ５，０１８円、収入未済額が １８０万円ということでご

ざいます。

２１３ページ、 ２１４ページの歳出でございます。

１款１項１目奨学資金の貸付金でございます。これは支出済額が ７７０万円でございまして、大

学生２２人分ですが ６８６万円、高校生が８人分ですけれども５６万円、専門学校生が２８万円となって

ございます。

２款１項１目事務費でございます。これは貸し付けに当たっての選考委員会を開催したときの

委員の報酬として支出済額が１万 ５，９００円、それからお茶代、お菓子、それの需用費として

３，４００円の支出でございます。
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繰出金はゼロで、歳出の合計が ７７１万 ９，３００円、不用額が ６３０万 ８，７００円となってございます。

以上です。

議長（後松一成君） 以上で奨学資金特別会計の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

次に、平成１６年度六郷町老人保健特別会計歳入歳出決算書についての説明を求めます。

住民生活課参事（右谷康一君） 老人保健特別会計について説明したいと思います。この特別会

計は老人保健の対象者 １，４００名の方に対しまして医療給付等々を行っている予算でございます。

２１９ページ、 ２２０ページ、歳入から説明したいと思います。

１款、これは支払い基金からの交付金、補助金でございます。２億 ８，２８６万 ５，４５９円いただい

ております。内訳的には１目医療費交付金がほとんどを占めてございます。２億 ７，９７１万 ４，０００

円でございます。これは１２期分のうち６期分をいただいた交付金でございます。

２節過年度交付金、これにつきましては １３０万 ２，４９４円、これは前年度の交付金精算分でござ

います。

２款国庫支出金でございます。ここでは１億 ２，７０４万 ２，０００円が歳入として入ってございます。

これは国庫負担金でございます。一番大きいのは２款１項１目１節、国の医療費負担金でござい

ます。これも１２期分のうちの７期分、４月から１０月分まで国庫補助金としていただいております。

３款県支出金、これは総額で ３，２０６万 ７，０００円収入済になってございます。これは医療費負担

金でございます。これも１２期分のうち６期分をいただいたものでございます。

４款繰入金でございます。これは ３，０００万円繰り入れてございます。１節にございますように

一般会計より ３，０００万円繰り入れしてございます。

６款諸収入でございます。これの一番大きいのは雑入の １３０万 ９，５２３円、これは第三者行為の

納付金３件分となってございます。収入済額は総額で４億 ７，３２８万 ４，１６５円となってございます。

２２３ページをごらんになっていただきたいと思います。歳出でございます。

１款医療諸費、ここでは４億 ５，７０６万 ２，８８３円支出してございます。一番大きいのでは１款１

項１目医療給付費１９節の負担金補助及び交付金でございます。４億 ４，８２４万 ９，１２０円、これは３

月から８月診療分までの６カ月分の医療費分でございます。１万 ８，９８５件ございました。

２款諸支出金、これについては支出済額はございません。

３款公債費につきましてもございません。

－７３－



歳出の支出済額は４億 ５，７０６万 ２，８８３円となってございます。

歳入歳出差し引き残額では １，６２２万 １，２８２円となってございます。以上です。

議長（後松一成君） ただいま老人保健特別会計についての説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

認定第２号 平成１６年度六郷町一般会計・特別会計決算の認定について、これより討論に入り

ます。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 討論なしと認めます。

討論を終結し、これより採決いたします。

お諮りいたします。本案を原案のとおり認定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、認定第２号 六郷町一般会計歳入歳出決算書・特別会計決算書は原案のとおり認定さ

れました。

◎散会の宣告

議長（後松一成君） 本日の日程はこれで全部終了いたしました。会議を閉じます。

本日はこれにて散会いたします。

（午後 ５時０７分）
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